
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷したいイメージの印刷媒体上での配置である印刷レイアウトを編集するためのコン
ピュータプログラムであって、
　所望の１又は複数のイメ－ジデータを表示して、それらイメージデータの印刷媒体上で
のレイアウトを編集するステップと、
　編集されたレイアウトに従った印刷ジョブデータであって、前記所望のイメージデータ
とそのイメージデータに予め添付されていたカラープロファイルとを含んだ印刷ジョブデ
ータを生成するステップと、
　前記所望のイメージデータに、カラープロファイルが予め添付されていなかった場合に
、所定のカラープロファイルが予め添付されたものと自動的に見做すステップと、
　前記所望のイメージデータに、カラープロファイルが予め添付されていた場合に、該添
付されていたカラープロファイルをそのまま使用するか、或いは、予め添付されていたカ
ラープロファイルを無視してユーザが所望するカラープロファイルを使用するかの何れか
を、予めユーザが行った設定によって選択できるようにしたプロセスと、
　を、コンピュータに行わせる印刷レイアウト編集プログラム。
【請求項２】
　請求項１記載の印刷レイアウト編集プログラムにおいて、
　前記イメージデータが写真イメージデータである場合に、該写真イメージデータを開く
ときに、該写真のカラープロファイルがどのカラープロファイルであるか、ユーザに問い
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合わせてユーザに指定させるステップを、更に、コンピュータに行わせる印刷レイアウト
編集プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
本発明は、一般には、コンピュータと電子式プリンタとを用いたプリントシステムに関わ
り、特に、フォトスタジオでの写真の撮影からプリントアウトまでの作業に好適なプリン
トシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
デジタルカメラ及び電子式プリンタの性能の向上により、アマチュアだけでなく、写真の
プロフェッショナル達も、デジタルカメラ及び電子式プリンタを活用するようになってき
た。一般に、アマチュアもプロフェッショナルも、フォトレタッチプログラムがインスト
ールされたパーソナルコンピュータに、専用インタフェースケーブル又はＬＡＮなどを介
して電子式プリンタを接続した単純なシステムを用いている。高機能のフォトレタッチプ
ログラムを用いて、デジタルカメラで撮影された写真イメージに、多種多様のレタッチや
カラー補正を施したり、イメージのサイズや解像度を自由に変更したりすることができる
。電子式プリンタとしてはインクジェット式プリンタが好んで用いられ、それにより、銀
塩写真に勝るとも劣らない高品質のフルカラー写真をプリントアウトすることが可能であ
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上述した一般的なシステムは、１つ 1つの写真を美しく仕上げてプリントアウトするとい
う点においては非常に高い性能を有している。しかし、フォトスタジオのような商業的又
はプロフェッショナルな写真プリントの場では、高画質プリントの性能だけでなく、他に
も様々な性能が要求される。
【０００４】
プロフェッショナルは、第一に、自分の望んだ通りのカラーでプリントアウトできる性能
を厳しく要求する。これを困難にする一つの要因は、デジタルカメラ、コンピュータのデ
ィスプレイモニタ及びプリンタなどの各種イメージ処理デバイスのカラーに対する特性が
デバイスごとに異なることである。そのため、カメラで撮影されたオリジナルのイメージ
と、モニタのスクリーン上のイメージと、プリントアウトされたイメージとでは、カラが
相違する。しかし、従来のシステムは、デバイス間のカラー特性の相違を補償するように
自動的にカラーを調整する機能をもっていない。ユーザ自身が、各デバイスのカラー特性
を十分理解した上で、例えばフォトレタッチソフト上などで、マニュアルでカラー調整を
行わない限り、ユーザの望んだとおりのカラーでプリントアウトすることができない。
【０００５】
第二に、スタジオ業務を効率良く処理できる性能が要求される。例えば、フォトスタジオ
の作業の中で、写真のレタッチは一番時間のかかる作業の一つであり、これに割かれる時
間を短縮したいという要求がある。従来のフォトレタッチソフトは、グラフィカルデザイ
ナーなども愛用できるよう非常に多種多様なレタッチ機能を搭載している。しかし、フォ
トスタジオでは、頻繁に使われるレタッチの種類は大体幾つかのものに定まっており、そ
の定まったレタッチをルーチンワークで短時間に行えることがむしろ重要である。また、
商業的写真で用いられるプリントアウトのサイズにも何通りかの規定のものがあり、その
規定のサイズに写真のサイズを合わせたり、規定サイズの複数枚の写真を用紙上に配置し
たりする印刷レイアウト作業も、印刷前に必要である。しかし、この印刷レイアウト作業
も、従来システムでは面倒である。そこで、この印刷レイアウトの作業もルーチンワーク
で簡単に行えるようにしたいという要求がある。さらに、写真のレタッチ作業と、レタッ
チの終わった写真のプリントアウトとを、同時並行的に行えるようにしたい。
【０００６】
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第三に、スタジオ業務を管理できる性能が要求される。例えば、多数の印刷ジョブの実行
状況や実行履歴やプリンタのステータスなどを的確に管理する能力が要求される。その管
理により、プリンタの故障などによるプリント作業の中断を防止したり、消耗品の補給を
適切に行えるようにしたり、システムのメンテナンスを適切に行えるようにしたり、料金
計算の作業を効率化したりしたいという要求がある。
【０００７】
本発明は、主として上述の第二の問題点に鑑みなされたものであり、その目的は、印刷レ
イアウトを編集して印刷ジョブを作る作業を効率良く行えるようにすることにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１の観点に従う印刷レイアウト編集プログラムは、印刷したいイメージの印刷
媒体上での配置である印刷レイアウトを編集するためのコンピュータプログラムであって
、所望の１又は複数のイメージデータを表示して、それらイメージデータの印刷媒体上で
のレイアウトを編集するステップと、編集されたレイアウトに従った印刷ジョブデータで
あって、上記所望のイメージデータとそのイメージデータに予め添付されていたカラープ
ロファイルとを含んだ印刷ジョブデータを生成するステップと、をコンピュータに行わせ
る。
【０００９】
本発明の第１の観点に係る好適な実施形態では、上記所望のイメージデータに、カラープ
ロファイルが予め添付されていなかった場合に、所定のカラープロファイルが予め添付さ
れたものと自動的に見做すステップを更に上記コンピュータに行わせる。
【００１０】
本発明の第２の観点に従うレイアウト編集プログラムは、印刷したいイメージの印刷媒体
上での配置である印刷レイアウトを編集するためのコンピュータプログラムであって、１
又は複数の所定サイズのイメージ枠がページの所定位置に配置されて夫々成る複数のテン
プレートを格納したテンプレートライブラリの中から、所望のテンプレートを選び表示す
るステップと、複数のイメージを表示するステップと、表示された上記複数のイメージの
中からユーザの所望するイメージデータを、表示された上記テンプレート内のユーザの指
定したイメージ枠に割り付けることにより、印刷レイアウトを編集するステップと、をコ
ンピュータに行わせる。
【００１１】
本発明の第２の観点に係る好適な実施形態では、上記テンプレートを用いることなく、ユ
ーザがイメージサイズを自由に設定できるページを編集して行くステップを更に前記コン
ピュータに行わせる。
【００１２】
本発明の第２の観点に係る好適な実施形態の第１の変形例では、ユーザからの要求に応じ
て、ページサイズが同じである複数のテンプレートをセットにしたパッケージを選択する
ステップと、選択されたパッケージに含まれる複数のテンプレートを一覧に表示するステ
ップと、一覧に表示された複数のテンプレート中からユーザが所望するテンプレートを選
択してページの印刷レイアウト編集に用いるステップと、を更に上記コンピュータに行わ
せる。そして、上記テンプレート内のイメージ枠の配置を、ユーザからの要求に応じて変
更するステップを更に上記コンピュータに行わせる。
【００１３】
本発明の第２の観点に係る好適な実施形態の第２の変形例では、ユーザからの要求により
、テンプレート作成ツールで新しいテンプレートを作成し、作成したテンプレートをテン
プレートライブラリに追加するステップを更に上記コンピュータに行わせる。そして、通
信ネットワークを介して他のコンピュータに接続し、該他のコンピュータ内にある上記テ
ンプレートライブラリから所望のテンプレートを取得するステップと、上記取得したテン
プレートを用いて印刷レイアウトの編集を行うステップと、を更に上記コンピュータに行
わせる。
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【００１４】
本発明の第２の観点に係る好適な実施形態の第３の変形例では、上記イメージを上記イメ
ージ枠内にはめ込むとき、ユーザの要求に応じて第１、第２のはめ込み方法のいずれか一
方を選択するステップと、第１のはめ込み方法が選択されたとき、上記イメージを、その
全部が完全に上記イメージ枠内に収まる最大サイズにして、必要に応じて余白を付けて上
記イメージ枠内にはめ込むステップと、第２のはめ込み方法が選択されたとき、上記イメ
ージを、それが余白なしに上記イメージ枠内に収まる最小サイズにして、必要に応じて上
記イメージの上記イメージ枠からはみ出した部分をトリミングして、上記イメージ枠内に
はめ込むステップと、を更に上記コンピュータに行わせる。
【００１５】
本発明の第２の観点に係る好適な実施形態の第４の変形例では、横長のイメージを縦長の
イメージ枠にはめ込むとき、又は縦長のイメージを横長のイメージ枠にはめ込むとき、夫
々イメージを９０度回転させてから対応するイメージ枠にはめ込むステップを更に上記コ
ンピュータに行わせる。そして、上記回転させるステップでの上記イメージの回転方向と
して、ユーザの要求に応じて時計方向又は反時計方向のいずれか一方の方向に選択するス
テップを更に上記コンピュータに行わせる。
【００１６】
本発明の第２の観点に係る好適な実施形態の第５の変形例では、複数ページから構成され
る印刷ジョブに関して、各ページの印刷レイアウトを編集するとき、ユーザからの要求に
応じて各ページ毎に異なるテンプレートを適用するステップを更に上記コンピュータに行
わせる。
【００１７】
本発明の第３の観点に従うレイアウト編集プログラムは、印刷したいイメージの印刷媒体
上での配置である印刷レイアウトを編集するためのコンピュータプログラムであって、編
集の結果に基づいて印刷ジョブを作成するステップと、上記印刷ジョブを作成する際、ユ
ーザからの要求に応じて、（１）印刷ジョブの印刷に使用するプリンタとして、上記複数
のプリンタのうちのどれを使用してもよいという指示を上記印刷ジョブに含ませるステッ
プと、（２）印刷ジョブの印刷に使用するプリンタとして、上記複数のプリンタのうちの
特定の１つのプリンタを使用せよとの指示を上記印刷ジョブに含ませるステップと、（３
）上記（１）及び（２）のステップのうちいずれか一方を選択するステップと、をコンピ
ュータに行わせる。
【００１８】
本発明の第３の観点に係る好適な実施形態では、上記（１）のステップを選択する場合、
ユーザからの要求に応じて、上記印刷ジョブを同一のプリンタのみを用いて印刷せよとの
指示を上記印刷ジョブに含ませるステップを更に上記コンピュータに行わせる。
【００１９】
本発明の第３の観点に係る好適な実施形態の変形例では、上記（１）のステップを選択す
る場合、ユーザからの要求に応じて、上記印刷ジョブ内の同一ページを同一のプリンタの
みを用いて印刷せよとの指示を上記印刷ジョブに含ませるステップを更に上記コンピュー
タに行わせる。
【００２０】
本発明の第４の観点に従うレイアウト編集プログラムは、印刷したいイメージの印刷媒体
上での配置である印刷レイアウトを編集するためのコンピュータプログラムであって、編
集対象のページに、（１）ページの縁取り、（２）イメージ枠の縁取り、（３）クロップ
マーク、（４）顧客名、（５）イメージファイル名、（６）コンピュータマシン名、及び
（７）編集者名の少なくとも１つを印刷するか否かをユーザの要求に応じて指定するステ
ップをコンピュータに行わせる。
【００２１】
本発明の第５の観点に従うレイアウト編集プログラムは、印刷したいイメージの印刷媒体
上での配置である印刷レイアウトを編集するためのコンピュータプログラムであって、印
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刷ジョブを構成する各ページ毎に、印刷レイアウトを編集するステップと、上記編集の結
果に基づいて印刷ジョブデータを構成するステップと、現在編集対象になっている印刷ジ
ョブについて、その印刷が終了したときに、印刷終了のメッセージを自動的に表示するス
テップと、をコンピュータに行わせる。
【００２２】
本発明の第５の観点に係る好適な実施形態では、ユーザからの要求により、上記印刷の終
了した上記印刷ジョブデータを自動的に保存するか自動的に削除するかを選択するステッ
プを更に上記コンピュータに行わせる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
実施形態の説明に入る前に、その説明中で繰り返し出てくる「カラープロファイル」と「
カラーマッチング」とに関して説明する。
【００２４】
各種のイメージ処理デバイス（例えば、カメラ、イメージスキャナ、ディスプレイモニタ
、プリンタなど）は、それぞれ独自のカラースペースで作業を行い、独自のガマット（ ga
mut）すなわち生成可能なカラー範囲を有する。例えば、ディスプレイモニタは全て RGBカ
ラースペースで作業するが、モニタごとにガマットは相違する。 CMYKカラースペースで作
業を行うプリンタのガマットも、プリンタごとに異なる。また、同じプリンタでも、使用
するインクや印刷メディア (印刷用紙 )の種類によってガマットが違ってくる。
【００２５】
図１は、異なるデバイスのガマットを模式的に例示している。図１において、符号３００
は人間の視覚が感知可能なガマットを、符号３０１は或るプリンタがプリントアウト可能
なガマットを、符号３０２は或るディスプレイモニタがディスプレイ可能なガマットを示
している。図１に示すように、デバイスによってガマットは異なる。
【００２６】
モニタやプリンタのような出力デバイスは、そのガマットの範囲内でしかカラーを表示す
ることができない。カメラやイメージスキャナのような入力デバイスは、そのガマットの
範囲内でしかカラーを保存することができない。このようにデバイスごとにガマットが異
なるということは、デバイスが作業するカラースペースがデバイスごとに異なることを意
味する。例えば、どのプリンタも CMYKという同じ種類のカラースペースで作業するが、個
々のプリンタごとに、及び使用するインクや印刷メディアごとに、ガマットが異なる。従
って、個々のプリンタごとに、及び使用するインクや印刷メディアごとに、異なる CMYKカ
ラースペースが存在する。
【００２７】
「カラープロファイル」とは、個々のデバイスが作業するカラースペースを数値表現を用
いて厳密に定義したものである。カラープロファイルには、そのデバイス独自のカラース
ペースの種類が何であるか（例えばＲＧＢ、ＣＭＹＫ、ＬＣＨなど）が書かれている。さ
らに、カラープロファイルには、そのメインの情報として、そのデバイス独自のカラース
ペース（例えばＲＧＢ、ＣＭＹＫ、ＬＣＨなどのカラースペース）を、デバイスインデペ
ンデントなカラースペース（例えばＸＹＺ、Ｙｘｙ、Ｌａｂ、Ｌｕｖなどのカラースペー
ス）に変換し、若しくは、その逆の変換を行うための変換テーブルが含まれている。この
変換テーブルによって、そのデバイス固有のガマットが定量的に定義される。
【００２８】
カラープロファイルのフォーマットの規格として、 ICC（ International Color Consortiu
m）によって制定された国際カラープロファイルフォーマット（ International Color Pro
file format）が知られている。この国際カラープロファイルフォーマットで記述された
カラープロファイルのことを、以下の説明では、「 ICCプロファイル」という。
【００２９】
「カラーマッチング」とは、或るカラースペースのイメージデータを、別のカラースペー
スのイメージデータに変換する際、両カラースペースのカラーを近似させるように、変換
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されるイメージデータに対して加えるカラー値の調整（シフト）をいい、「カラーマッピ
ング」とも呼ばれる。異なるカラースペース間では、そのガマットが異なっていれば、カ
ラーを完全に一致させることはできない。しかし、一方のカラースペースのイメージデー
タを他方のカラースペースのイメージデータに変換するとき、そのイメージデータのカラ
ー値を両カラースペースのガマットの相違を補償するように注意深くシフトさせれば、両
デバイス間のカラーを良好に近似させることができる。このようなカラー値のシフト処理
をカラーマッチング（又はカラーマッピング）という。
【００３０】
カラーマッチングは、ソース（変換元）のカラースペースとターゲット（変換先）のカラ
ースペースとをそれぞれ表した ICCプロファイルのようなカラープロファイルを利用する
ことで、行うことができる。例えば、デジタルカメラから出力された RGBイメージデータ
をプリンタで印刷される CMYKイメージデータに変換するとき、カラーマッチングは、ソー
スとしてのデジタルカメラの RGBカラースペースのカラープロファイルと、ターゲットと
してのプリンタの CMYKカラースペースのカラープロファイルとを利用して、行うことがで
きる。それにより、デジタルカメラで撮影されたカラーに良好に近似したカラーのプリン
トアウトが得られることになる。或いは、モニタに表示している RGBイメージデータをプ
リンタで印刷される CMYKイメージデータに変換するとき、カラーマッチングは、ソースと
してのモニタの RGBカラースペースのカラープロファイルと、ターゲットとしてのプリン
タの CMYKカラースペースのカラープロファイルとを利用して、行うことができる。それに
より、モニタに表示されたカラーに良好に近似したカラーのプリントアウトが得られるこ
とになる。
【００３１】
カラーマッチングの方法は、ソースのガマットのうちターゲットのガマットから外れた領
域に存在するソースのカラーをどのように扱うかという点において、２つの方法に大別す
ることができる。第 1の方法は、ターゲットガマットから外れたソースカラーを実質的に
棄ててしまう。第２の方法は、補間処理などを用いて、ターゲットガマットから外れたソ
ースカラーを、ターゲットガマット内に入るようにシフトさせる。この２つの方法は、そ
れぞれ一長一短がある。特に写真イメージを変換する場合には、後者のカラーマッチング
方法を用いた方が、変換後の写真イメージを見た人の知覚に不自然な感じを与えにくい。
この後者のカラーマッチング方法は「パセプチャル（ perceptual）・カラーマッチング」
と呼ばれる。
【００３２】
以下、本発明の一実施形態を説明する。図２は、この実施形態の全体構成を示す。
【００３３】
図２において、フォトスタジオシステム１は、各フォトスタジオに設備されている。フォ
トスタジオ内には LAN４があり、この LAN４により、プリントサーバマシン２と 1台又は複
数台（例えば 2台）のコンピュータマシン（以下、「クライアントマシン」という）５ A、
５ Bが接続されている。クライアントマシン５ A、５ Bは、デジタルカメラ６と例えば USBを
介して接続することができる。また、プリントサーバマシン２には、 1台又は複数台（こ
こでは 2台）の電子式プリンタ３ A、３ Bが、それぞれ例えば USBを介して接続されている。
各プリンタ３ A、３ Bは、例えば顔料系インクを用いるインクジェット式プリンタであり、
これは、高画質で耐光性の非常に高い印刷物を出力する性能をもつ。プリントサーバマシ
ン２と２台のプリンタ３ A、３ Bは、箱型の一つの専用ケーシング（図示せず）の中に収容
して、フォトスタジオ内の一箇所に置いておくことができる。
【００３４】
クライアントマシン５ A、５ Bは、デジタルカメラ６から１又は複数の写真イメージを読み
込みディスクストレージに蓄積し、そして、所望の１以上の写真イメージを編集して所望
ページ数の印刷ジョブのデータにする作業等に主に用いられる。ここで行われる写真イメ
ージの編集には、個々の写真イメージにトリミングや部分的修正や全体的カラー調整など
の所望のエンハンスを施すフォトレタッチ作業と、所望の１以上の写真イメージを印刷メ
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ディアのスペース（印刷ページ）に配置する印刷レイアウト編集等がある。一方、プリン
トサーバマシン２は、クライアントマシン５ A、５ Bから印刷ジョブデータを受け取り、そ
れに基づき各ページの印刷イメージを作成してプリンタ３ A、３ Bに送信する機能をもつ。
また、プリントサーバマシン２は、プリンタ３ A、３ Bのステータスや印刷ジョブの実行状
況や実行履歴などの情報 (以下、「プリント情報」という )を管理し、それをクライアント
マシン５ A、５ Bに通知する機能も有する。
【００３５】
さらに、多数のフォトスタジオのフォトスタジオシステム１の稼動状態を集中的に管理す
る役目をもつセンタサーバマシン８が、フォトスタジオとは別に存在する。各フォトスタ
ジオシステム１のプリントサーバマシン２及びクライアントマシン５ A、５ Bは、それぞれ
、インターネット７を介して、センタサーバマシン８と通信することができる。センタサ
ーバマシン８は、各フォトスタジオシステム１のプリントサーバマシン２から、そのフォ
トスタジオのプリント情報を収集し、それをセンタサーバマシン８のデータベースに保存
し管理する。センタサーバマシン８は、各フォトスタジオのユーザから WWWブラウザを通
じてログインされると、センタサーバマシン８のデータベースに保管してあるそのフォト
スタジオのプリント情報を、その WWWブラウザに提供することができる。また、センタサ
ーバマシン８は、各フォトスタジオのユーザが予め指定しておいた所定のイベント（例え
ばプリンタの用紙ジャムのようなエラー）の発生を示す情報をそのフォトスタジオから受
けると、そのことを電子メールで、そのユーザが予め指定しておいたメールアドレス（例
えば、そのユーザの携帯電話のメールアドレス）に送信することもできる。さらに、セン
タサーバマシン８は、各フォトスタジオからのプリント情報に基づいて、そのフォトスタ
ジオでの用紙やインク等の消耗品の消費量を計算して、各フォトスタジオへの消耗品の配
給手配や料金請求などを行うこともできる。
【００３６】
また、フォトスタジオの業務管理の一つの形態として、センタと個々のフォトスタジオと
の間に、中間的な管理組織（以下、「ディーラ」という）が介在し、各ディーラが複数の
フォトスタジオの業務を管理するという形態がある。そのような場合、各ディーラも、 WW
Wブラウザ等がインストールされたコンピュータマシン（以下、「ディーラマシン」とい
う）９を有している。そして、センタサーバマシン８は、各ディーラから WWWブラウザを
通じてログインされると、そのディーラの傘下にあるフォトスタジオのプリント情報を、
その WWWブラウザに提供することができる。各フォトスタジオのプリント情報に基づく各
フォトスタジオへの消耗品の配給手配や料金請求などは、センタサーバマシン８に代わっ
て、ディーラマシン９が行うようにすることができる。
【００３７】
以下、図３及び図４を参照して、上述した各種マシンの構成や機能についてより詳細に説
明する。図３は、フォトスタジオシステム１のクライアントマシン５ A、５ Bとプリントサ
ーバマシン２の構成及び機能を示している。図４は、プリントサーバマシン２とセンタサ
ーバマシン８の構成及び機能を示している。図３と図４を繋げて見ることで、各マシン間
の情報授受の関係が明確に分かるようになっている。
【００３８】
まず、図３を参照して、クライアントマシン５ A、５ Bの構成と機能を説明する。なお、図
３では、クライアントマシン５ A、５ Bは纏めて 1ブロックのクライアントシステム５で示
されている。クライアントシステム５に含まれるクライアントマシンの台数はこの実施形
態のように 2台である必要は無く、 1台以上何台でもよい。また、クライアントシステム５
が持つ以下に述べるような複数のアプリケーションプログラム１１～１７は、クライアン
トシステム５に含まれるクライアントマシンの全台にインストールされていても、いずれ
か 1台のみにインストールされていてもよいし、或いは、或るプログラムは例えばクライ
アントマシン５ Aに、別のプログラムは例えばクライアントマシン５ Bにというように、分
散されてインストールされていてもよい。
【００３９】
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図３に示すように、クライアントシステム５には、特別フォトレタッチャ１１、レイアウ
トエディタ１３、ステータスモニタ１４、一般フォトレタッチャ１５、画像転送ドライバ
１６及び WWW（ワールドワイドウェブ）ブラウザ１７などの複数のアプリケーションプロ
グラムがインストールされている。さらに、クライアントシステム５には、電子メールの
送受信プログラム（図示省略）もインストールされていてよい。
【００４０】
特別フォトレタッチャ１１は、フォトスタジオ用の特別に設計されたフォトレタッチプロ
グラムであり、フォトスタジオが通常必要とする所定のレタッチ操作を、ルーチンワーク
で効率的に行っていけるように構成されている。
【００４１】
この特別フォトレタッチャ１１は、各写真イメージのレタッチ作業を開始するときに、そ
のレタッチ作業が行われるカラースペースを表した ICCカラープロファイルを、自動的に
（ユーザが別段の要求をしない限り、漏れなく）設定する。どのようなカラースペースの
ICCカラープロファイルを設定するかは、ユーザが指定することができる。しかし、ユー
ザが意図的に指定しなくても、特別フォトレタッチャ１１は、デフォルト設定されている
方法で、 ICCカラープロファイルを必ず設定する。そして、特別フォトレタッチャ１１は
、レタッチの終了した写真イメージを出力するときに、その ICCプロファイル（ ICCカラー
プロファイルのこと。以下同じ）をその写真イメージのファイルに添付する。
【００４２】
なお、この特別フォトレタッチャ１１によるレタッチ作業が行われるカラースペースや、
次に説明するレイアウトエディタ１３による印刷レイアウト編集作業が行われるカラース
ペースのように、印刷前における写真イメージの編集作業が行われるカラースペースを、
以下、その写真イメージの「ワークカラースペース」と呼ぶ。そして、そのワークカラー
スペースを表した ICCプロファイルを、以下、「ワーク ICCプロファイル」と呼ぶ。
【００４３】
レイアウトエディタ１３は、フォトスタジオ向けの印刷レイアウトを編集するためのアプ
リケーションプログラムであり、各写真イメージのサイズを所望の規定サイズに合わせた
上で、１又はそれ以上の写真イメージを印刷ページ（印刷メディアのスペース）に配置す
るという印刷レイアウト編集作業を、ルーチンワークで短時間で行えるように設計されて
いる。すなわち、レイアウトエディタ１３は、予めプリントサーバマシン２内に用意され
ている様々な基本的な印刷レイアウトをそれぞれ表した多数のテンプレートを、矢印２１
で示すようにプリントサーバマシン２から読み込み、ユーザ所望のテンプレートをクライ
アントシステム５のモニタに表示する。各テンプレートが表す基本的な印刷レイアウトは
、プリンタで使用可能な例えば A4、 A3又は B4などの規定の印刷メディアサイズをランドス
ケープ（横置き）又はポートレイト（縦置き）に置いたスペース（印刷ページ）内に、例
えば 8× 10インチ、 5×７インチ、 2.5× 3.5インチ又は 1.75× 2.5インチのような規定の写
真サイズをもつ 1個又は複数個の写真枠を配置したものである。多くのテンプレートでは
、印刷メディアを経済的に使うために、写真枠外の余白の総面積を十分に小さくするよう
に効率的に写真枠が配置されている。レイアウトエディタ１３のグラフィカル・ユーザ・
インタフェース上で、ユーザが、所望の写真イメージを所望のテンプレート内の各写真枠
にドラッグアンドドロップすることで、印刷ページのレイアウトが自動的に編集されるこ
とになる。
【００４４】
レイアウトエディタ１３も、各写真イメージに対する印刷レイアウト編集作業を開始する
ときに、その作業が行われるワークカラースペースのワーク ICCプロファイルを、その写
真イメージに対して設定する。もし、その写真イメージに予ねてから或る ICCプロファイ
ルが添付されていたならば、レイアウトエディタ１３は、その添付されていた ICCプロフ
ァイルをそのままワーク ICCプロファイルとする。例えば、特別フォトレタッチャ１１に
よるレタッチを経ている写真イメージには、特別フォトレタッチャ１１が作業したカラー
スペースの ICCプロファイルが既に添付されているから、レイアウトエディタ１３は、特
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別フォトレタッチャ１１が作業したカラースペースと全く同じカラースペースで作業する
ことになる。一方、もし、その写真イメージに未だ ICCプロファイルが添付されていなか
った場合には、レイアウトエディタ１３は、その写真イメージに予ねてから添付されてい
た ICCプロファイルを自動的に仮定した上で、その仮定された ICCプロファイルをそのまま
ワーク ICCプロファイルとする。その場合、具体的に何の ICCプロファイルを仮定するかに
ついては、ユーザが指定することができる。しかし、ユーザが意図的に指定しなくても、
レイアウトエディタ１３は、デフォルト設定されている特定の ICCプロファイルを、予ね
て添付されていた ICCプロファイルとして自動的に仮定する。そして、レイアウトエディ
タ１３は、印刷レイアウト編集の終了した写真イメージを出力するときに、上記のように
自動設定したワーク ICCプロファイルをその写真イメージのファイルに添付する。
【００４５】
レイアウトエディタ１３は、１つの印刷ジョブを構成する全ての印刷ページのレイアウト
編集が完了すると、その印刷ジョブのデータを作成して、矢印２２で示すようにプリント
サーバマシン２に転送する。その印刷ジョブデータには、その印刷ジョブに含まれる全て
の印刷ページのレイアウトを表したデータと、それら印刷ページに配置された全ての写真
イメージのファイルと、それらの写真イメージファイルに添付されたワーク ICCプロファ
イルとが含まれている。
【００４６】
レイアウトエディタ１３は、上述した特別フォトレタッチャ１１や後述する一般フォトレ
タッチャ１５などのレタッチプログラムから独立した別のプログラムとして用意されてい
る。そして、これらのプログラムがインストールされたクライアントマシン５Ａ、５Ｂは
、 LAN４を通じて接続されて、相互のデータやプログラムなどのリソースを共有できるよ
うになっている。そのため、例えば、スタジオ内の一人のユーザが、一方のクライアント
マシン５ Aを使ってレタッチプログラム１１又は１５により、デジタルカメラ６から取り
込んだ写真イメージのフォトレタッチ作業を行ない、これと並行して、別のユーザが他方
のクライアントマシン５ Bを使ってレイアウトエディタ１３により、レタッチ済み写真イ
メージの印刷レイアウト編集作業を行なうというような方法で、スタジオの業務を効率的
に進めていくことができる。また、クライアントマシンが３台以上あれば、更に柔軟なや
り方で効率的にスタジオ業務を進めていける。
【００４７】
ステータスモニタ１４は、予めユーザ設定された時間間隔（例えば、１０分など）で、矢
印２３で示すように、プリントサーバマシン２から、プリンタ３ A、３ Bで発生したエラー
や各印刷ジョブの実行完了（印刷完了）に関する最新の履歴情報を取得し、これをクライ
アントシステム５のディスプレイモニタに表示するものである。
【００４８】
一般フォトレタッチャ１５は、従来から知られている一般的なフォトレタッチプログラム
であり、フォトスタジオで通常必要とされるレタッチ機能は勿論のこと、グラフィックデ
ザイナーなどでも満足させ得る多種多様なレタッチ機能を備えている。フォトスタジオの
通常のレタッチの範囲内であれば、上述した特別フォトレタッチャ１１の方が、一般フォ
トレタッチャ１５よりも効率的に作業が進められるように作られている。しかし、特別フ
ォトレタッチャ１１がサポートしていない特殊なレタッチが行いたいような場合、ユーザ
は、特別フォトレタッチャ１１に代えて、一般フォトレタッチャ１５を使用することがで
きる。
【００４９】
上述した特別フォトレタッチャ１１は、一般フォトレタッチャ１５と連携してレタッチ作
業が行えるように作られている。すなわち、特別フォトレタッチャ１１は、そのグラフィ
カル・ユーザ・インタフェース上に、一般フォトレタッチャ１５を起動するためのボタン
を有している。そして、特別フォトレタッチャ１１は、或る写真イメージのレタッチ作業
を行っている途中で、そのボタンがユーザによって押されると、作業途中の写真イメージ
に自動的に特定のファイル名を付けて一旦保存し、そのファイル名を記憶し、そして、矢
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印２７で示すように一般フォトレタッチャ１５を起動して、一般フォトレタッチャ１５に
そのファイル名を教えてその写真ファイルを開かせる。そして、特別フォトレタッチャ１
１自身は、非アクティブになる。その後、一般フォトレタッチャ１５が終了すると、特別
フォトレタッチャ１１は自動的にアクティブに復帰して、記憶しておいたファイル名の写
真イメージファイルを再び開く。そのため、上記のように特別フォトレタッチャ１１から
一般フォトレタッチャ１５に渡された写真イメージが、一般フォトレタッチャ１５の終了
前に同じファイル名で保存されていれば、特別フォトレタッチャ１１は自動的にその写真
イメージファイルを再び開いて続きのレタッチ作業が再開することになる。このようにし
て、特別フォトレタッチャ１１と一般フォトレタッチャ１５とを組み合わせてレタッチ作
業を効率的に進めることができる。なお、特別フォトレタッチャ１１から一般フォトレタ
ッチャ１５に写真イメージが渡されるとき、その写真イメージのワーク ICCプロファイル
が一般フォトレタッチャ１５によって維持される保証がないので、特別フォトレタッチャ
１１はそのワーク ICCプロファイルを破棄する。そして、再びその写真イメージファイル
を開いたとき、特別フォトレタッチャ１１は再びワーク ICCプロファイルを設定する。
【００５０】
画像転送ドライバ１６は、一般フォトレタッチャ１５から印刷が要求されたときに起動し
て、一般フォトレタッチャ１５が開いている写真イメージの印刷ジョブデータを作成して
、矢印２４に示すように、それをプリントサーバマシン２に転送する。
【００５１】
WWWブラウザ１７は、 LAN４上やインターネット７上の様々な WWWサーバにアクセスするた
めのプログラムである。フォトスタジオの業務に関して WWWブラウザ１７が用いられる用
途は、第一に、プリントサーバマシン２のプリント情報サーバ（ WWWサーバの一種）３７
に接続して、矢印２５、２６で示すように、プリントサーバマシン２内で管理されている
プリンタ３ A、３ Bのステータスや印刷ジョブの実行履歴などのプリンタ情報を参照するこ
とである。第二に、図４で矢印６５で示すように、センタサーバマシン８の WWWサーバ８
２に接続して、センタサーバマシン８内で管理されているそのフォトスタジオのプリンタ
情報などを参照することである。
【００５２】
次に、図３と図４を参照して、プリントサーバマシン２の機能と構成を説明する。
【００５３】
図３及び図４に示すように、プリントサーバマシン２には、ファイル転送サーバ３１、プ
リントサーバ３４、プリンタドライバ３５ A、３５ B、プリント情報サーバ３７及びログア
ップローダ３８などのプログラムがインストールされている。
【００５４】
ファイル転送サーバ３１は、印刷レイアウト編集用の多数のテンプレートを保有して、ク
ライアントシステム５のレイアウトエディタ１３にそれらのテンプレートを提供する処理
と、印刷ジョブデータをクライアントシステム５のレイアウトエディタ１３又は画像転送
ドライバ１６から受け取ってプリントサーバ３４へ転送する処理と、プリントサーバ３４
から提供されるプリンタ３ A、３ Bのエラー発生状態や印刷ジョブ実行終了などの情報をク
ライアントシステム５のステータスモニタ１４へ送信する処理などを行なうものである。
【００５５】
このファイル転送サーバ３１は、プリントサーバマシン２のディスクストレージ内のテン
プレートライブラリフォルダ３２内に、予め用意された多種類の基本的印刷レイアウトの
テンプレートを保有している。そして、ファイル転送サーバ３１は、クライアントシステ
ム５のレイアウトエディタ１３から特定のテンプレートを要求されると、矢印４１で示す
ように、要求されたテンプレートをテンプレートライブラリフォルダ３２から読み出し、
それを矢印２１で示すようにレイアウトエディタ１３に転送する。これらのテンプレート
を利用することで、レイアウトエディタ１３での印刷レイアウト編集は容易になる。どの
クライアントマシン５ A、５ Bで印刷レイアウト編集を行う場合でも、プリントサーバマシ
ン２で集中管理されている共通のテンプレートを利用することができる。
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【００５６】
また、ファイル転送サーバ３１は、矢印２２（又は２４）で示すように、クライアントシ
ステム５のレイアウトエディタ１３又は画像転送ドライバ１６から印刷ジョブデータを受
信し、その印刷ジョブデータを矢印４２で示すように、プリントサーバマシン２のディス
クストレージ内のジョブフォルダ３３に格納する。矢印２２で示すレイアウトエディタ１
３からの印刷ジョブデータには、図示のように、その印刷ジョブのジョブスクリプトと、
その印刷ジョブに含まれる１又はそれ以上のページのレイアウトスクリプトと、その印刷
ジョブに含まれる１又は複数の写真イメージのファイルと、それらの写真イメージのワー
ク ICCプロファイルとが含まれている。ここで、ジョブスクリプトとは、その印刷ジョブ
を管理するのに必要な事項、例えばその印刷ジョブのタイムスタンプ、プリンタの指定、
印刷メディアのサイズや種類（材質）の指定、印刷コピー数、印刷優先度、及びユーザ名
等を記述したファイルである。レイアウトスクリプトとは、その各印刷ページの印刷レイ
アウトを決めるのに必要な事項、例えばテンプレート番号、各テンプレート内の各写真枠
にはめ込まれた写真イメージのファイル名、及びオプション印刷（例えば、トンボやファ
イル名などの印刷）の設定等を記述したファイルである。印刷ジョブデータの量を減らす
ため、各写真イメージのファイルは、その写真が何枚印刷されるかに関係なく、 1回の印
刷ジョブデータの送信で原則として 1回だけ送信される。各写真イメージファイルに添付
されたワーク ICCプロファイルは、前述したように、クライアントシステム５にてその写
真イメージに対して編集作業が行われたワークカラースペースを表している。
【００５７】
また、ファイル転送サーバ３１は、矢印２３で示すように、クライアントシステム５のス
テータスモニタ１４から履歴情報の要求を受けると、これをプリントサーバ３４に通知し
、そして、矢印５１で示すように、その要求に応えてプリントサーバ３４から送られてく
るプリンタエラー及び印刷ジョブの完了に関する履歴情報を受けて、これを矢印２３で示
すように、クライアントシステム５のステータスモニタ１４に転送する。
【００５８】
プリントサーバ３４は、印刷ジョブデータから各ページの印刷イメージデータを作成する
処理と、各印刷イメージデータのプリンタ３ A、３ Bへの割り当てを行ってその印刷イメー
ジデータをそれが割り当てられたプリンタのプリンタドライバ３５ A又は３５ Bへ送信する
処理と、プリンタドライバ３５ A、３５ Bから提供されるプリンタ３ A、３ Bのステータスや
印刷ジョブの実行履歴を管理する処理などを行うものである。プリンタドライバ３５ A、
３５ Bは、プリンタ３ A、３ Bにそれぞれ対応しており、プリントサーバ３４から受け取っ
た印刷イメージデータをプリンタ３ A、３ Bが処理できる形式のデータに変換してプリンタ
３ A、３ Bに送信する処理と、プリンタ３ A、３ Bのステータスを監視してそれをプリントサ
ーバ３４に通知する処理などを行なうものである。
【００５９】
プリントサーバ３４は、ジョブフォルダ３３から矢印４３で示すように各印刷ジョブの印
刷ジョブデータを読み込む。印刷ジョブデータには、前述したように、その印刷ジョブの
ジョブスクリプトと、印刷ページのレイアウトスクリプトと、写真イメージファイルと、
写真イメージのワーク ICCプロファイルが含まれている。プリントサーバ３４は、その印
刷ジョブデータに含まれている各印刷ページのレイアウトスクリプトと、各印刷ページに
配置された写真イメージファイルとを用いて、ユーザが編集した通りのレイアウトをもっ
た各印刷ページの印刷イメージデータを作成する。
【００６０】
各印刷ページの印刷イメージデータを作成するに当たり、プリントサーバ３４は、上記ジ
ョブスクリプトを読み、その印刷ページの印刷に用いるプリンタ及び印刷メディア（以下
、「出力プリンタ」及び「出力メディア」という）の種類を把握する。そして、プリント
サーバ３４は、その出力プリンタ３ A又は３ Bがその出力メディアを用いて行なう印刷作業
のカラースペース（以下、「プリンタカラースペース」という）を表した ICCプロファイ
ル（以下、「プリンタ ICCプロファイル」という）を、矢印４４で示すように、プリント
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サーバマシン２内の所定のフォルダ３９から読み込む。そのフォルダ３９には、プリンタ
３ Aとプリンタ３ Bの各々について、使用可能な印刷メディアの種類ごとに異なるプリンタ
ICCプロファイルが予め記憶されている。なお、全てのフォトスタジオの全てのプリンタ
についてプリンタ ICCプロファイルはセンタサーバマシン８に蓄積されていて、各フォト
スタジオのプリントサーバマシン２は、そのフォトスタジオのプリンタ３ A、３ Bの機械番
号（個々のプリンタ固有の識別番号）をセンタサーバマシン８に指定することで、そのプ
リンタ３ A、３ Bのプリンタ ICCプロファイルをセンタサーバマシン８からダウンロードす
ることができるようになっている。
【００６１】
プリントサーバ３４は、上記したようにフォルダ３９から出力プリンタと出力メディアに
対応したプリンタ ICCプロファイルを読み込んだ後、その読み込んだプリンタ ICCプロファ
イルと各印刷ページ内の各写真イメージのワーク ICCプロファイルとを用いて、各写真イ
メージデータに対するパセプチャル・カラーマッチングを行なう。それにより、各写真イ
メージデータは、その編集時のカラーに最大限近似したカラーがプリントアウトに現れる
ように調整される。そして、プリントサーバ３４は、それら調整された写真イメージデー
タを用いて、各印刷ページの印刷イメージデータを作成する。その後、プリントサーバ３
４は、矢印４５で示すように、作成した各印刷ページの印刷イメージデータを、出力プリ
ンタに対応したプリンタドライバ３５ A又は３５ Bへ送る。プリンタドライバ３５ A、３５ B
はそれぞれ、プリントサーバ３４から受け取った印刷イメージデータ（例えば、 RGB型の
ビットマップイメージデータ）を、プリンタ３ A、３ Bが処理できる形式の印刷データに変
換し (例えば、 RGBから CMYKへのカラー変換、ハーフトーニング、バンド分割、必要な制御
情報の付加などを行ない )、そして、図４に矢印６１で示すように、その作成した印刷デ
ータを、対応するプリンタ３ A、３ Bに送信する。
【００６２】
また、プリンタドライバ３５ A、３５ Bは、対応するプリンタ３ A、３ Bのステータス（例え
ば、稼動状態、エラー発生状態、消耗品の状態など）を随時にプリンタ３ A、３ Bから取得
し、矢印４６で示すように、取得したプリンタステータスをプリントサーバ３４に送る。
プリントサーバ３４は、プリンタドライバ３５ A、３５ Bからのプリンタステータスに基づ
いて、プリンタドライバ３５ A、３５ Bに送った印刷ジョブの実行状態を把握する。そして
、プリントサーバ３４は、把握したプリンタ３ A、３ Bのステータス及び印刷ジョブの実行
状態などの情報を、矢印４７で示すように、プリントサーバマシン２内のプリント情報デ
ータベース３６に書き込む。その結果、プリント情報データベース３６には、プリンタ３
A、３ Bのステータスの履歴及び印刷ジョブの実行履歴が蓄積されることになる。また、ス
タジオのユーザの登録情報などもプリント情報データベース３６で管理されている。
【００６３】
また、プリントサーバ３４は、クライアントシステム５のステータスモニタ１４からの情
報要求を、ファイル転送サーバ３１を通じて矢印５１で示すように受けると、矢印４７で
示すようにプリント情報データベース３６から、プリンタ３ A、３ Bのエラー発生の履歴及
び印刷ジョブの実行完了の履歴のうち、未だクライアントシステム５に通知していない最
新の情報を読み出して、これを矢印５１で示すようにファイル転送サーバ３１に送る。既
に述べたように、それら最新のエラー発生履歴及び印刷ジョブ実行完了履歴は直ちにクラ
イアントシステム５のステータスモニタ１４に転送されて、クライアントシステム５のデ
ィスプレイモニタに表示される。
【００６４】
プリント情報サーバ３７は、一種の WWWサーバであり、クライアントシステム５の WWWブラ
ウザ１７から登録されたユーザ権限でログインされると（矢印２６）、プリント情報デー
タベース３６に蓄積されている印刷ジョブの実行履歴やプリンタステータス履歴やスタジ
オのユーザの登録情報などをそれぞれ表示したウェブページを作成して、それを矢印２５
で示すようにその WWWブラウザ１７へ提供する。また、プリント情報サーバ３７は、印刷
ジョブ履歴の検索機能も有しており、ユーザからの検索要求を WWWブラウザ１７から受け
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て、プリント情報データベース３６からユーザ要求された印刷ジョブ履歴を検索し、検索
結果を WWWブラウザ１７に返すこともできる。さらに、プリント情報サーバ３７は、印刷
ジョブの制御機能も有しており、印刷待ち状態にある印刷ジョブに対するユーザからの制
御要求（例えば、削除、優先度や印刷コピー数などのジョブ内容の変更など）を WWWブラ
ウザ１７から受けて、プリント情報データベース３６内のその印刷ジョブの情報を書換え
る。さらに、プリント情報サーバ３７は、ユーザ登録機能も有しており、そのフォトスタ
ジオの管理者の権限で WWWブラウザ１７からログインされた場合に、新たなユーザ情報の
登録をプリント情報データベース３６に行うことができる。
【００６５】
ログアップローダ３８は、センタサーバマシン８から予め指定されたアップロードスケジ
ュール（アップロードを行うべき時間間隔又は時刻など）に従って定期的に（又は、場合
によっては随時に）、プリント情報データベース３６から未だセンタサーバマシン８へ送
っていない新しいプリント情報を読み込み、これを図４に矢印６３で示すようにセンタサ
ーバマシン８にアップロードするものである。
【００６６】
また、ログアップローダ３８は、ユーザの留守中等に発生したフォトスタジオシステム１
の異常を直ちにユーザに通報するための「留守番モード」を有している。「留守番モード
」を利用する場合、ユーザは予め、ユーザ所望の電子メールアドレス（例えば、ユーザの
携帯電話のメールアドレス）と通報すべき異常の種類（例えば、プリンタの各種エラーの
種類など）とをログアップローダ３８に登録しておく。ログアップローダ３８は、その登
録された電子メールアドレスをセンタサーバマシン８に通知する。ユーザがフォトスタジ
オから外出するようなときに、ログアップローダ３８を留守番モードに設定しておくと、
ログアップローダ３８は、指定された異常が発生すると、直ちに、その異常の発生をセン
タサーバマシン８に通知する。それを受けて、センタサーバマシン８は、その異常発生を
報じる電子メールを作成し、それを登録された電子メールアドレスへ送る。これにより、
ユーザは外出中であっても、自分のスタジオでの異常発生を速やかに知ることができる。
【００６７】
次に、図４を参照して、センタサーバマシン８の構成と機能を説明する。
【００６８】
図４に示すように、センタサーバマシン８には、アップロードサーバ８１、 WWWサーバ８
２及び電子メーラ８３などのアプリケーションプログラムダがインストールされている。
【００６９】
アップロードサーバ８１は、センタデータベース８４で管理されているフォトスタジオご
とのアップロードスケジュール（アップロードを行うべき時間間隔又は時刻など）を、矢
印６２で示すように、各スタジオのログアップローダ３８へ通知し、そして、そのアップ
ロードスケジュールに従って各スタジオのログアップローダ３８から送信されてくるその
スタジオの最新のプリント情報を受信し、それをセンタサーバ８内のセンタデータベース
８４に格納する。
【００７０】
また、各スタジオのログアップローダ３８から上述した留守番モードでの異常発生の通知
を受けたときには、アップロードサーバ８１は、直ちに、その異常発生の通知をセンタデ
ータベース８４を介して電子メーラ８３に渡す。これを受けて、電子メーラ８３は直ちに
、その異常発生を報じた電子メールを作成して、それを矢印６７で示すように、予め登録
されているユーザ所望の電子メールアドレス９３へ送信する。これにより、ユーザは外出
中であっても、自分のスタジオでの異常発生を速やかに知ることができる。
【００７１】
WWWサーバ８２は、何らかのコンピュータマシン９１（例えば、クライアントマシン５ A、
５ B、ディーラマシン９、その他のコンピュータ、 PDA、携帯電話など）に搭載されている
WWWブラウザ９２から、ユーザ、ディーラ又は全体システム管理者などの権限でログイン
されると、ログインした者の権限に応じた範囲のプリント情報やユーザ情報などをセンタ

10

20

30

40

50

(13) JP 3678308 B2 2005.8.3



データベース８４から読み出し、それらの情報を表示したウェブページを作成し、それを
矢印６５で示すようにその WWWブラウザ９２へ送る。ここで、ログインした者の権限に応
じた範囲とは、例えば、ユーザ権限であれば、そのユーザのフォトスタジオのみ及びその
ユーザのみということであり、また、ディーラ権限であれば、そのディーラの傘下のフォ
トスタジオのみ及びその傘下のユーザのみということであり、また、全体システム管理者
の権限であれば、全てのフォトスタジオ及び全てのユーザである。
【００７２】
また、センタデータベース８４には、各スタジオのプリント情報やユーザ情報だけでなく
、センタで計算した各スタジオでの消耗品の使用量やセンタからの請求料金や、センタが
発する各種のニュースなどの様々な情報も管理されている。これらの情報も、 WWWサーバ
８２又は電子メーラ８３によって、各ユーザや各ディーラに通知される。
【００７３】
次に、図３と図４、並びに図５以降の図面を参照して、フォトスタジオシステム 1及びセ
ンタサーバマシン８の動作を詳細に説明する。
【００７４】
まず、フォトスタジオでの作業の順序に大体従って、フォトスタジオシステム 1の動作を
説明する。
【００７５】
図３に示すように、デジタルカメラ６で撮影された写真イメージのファイル（例えば、 JP
EG形式や TIFF形式）が、デジタルカメラ６から例えば USBを通じて、クライアントシステ
ム５に取り込まれ、クライアントシステム５内のユーザ指定された写真フォルダ１２に格
納される。
【００７６】
写真レタッチ作業を行うために、特別フォトレタッチャ１１か又は一般フォトレタッチャ
１５がユーザによって起動される。以下では、特別フォトレタッチャ１１が起動された場
合について説明する。
【００７７】
特別フォトレタッチャ１１は、図５に示すようなグラフィカル・ユーザ・インタフェース
（以下、「レタッチャ・メイン・ウィンドウ」という）１１０をクライアントシステム５
のモニタに表示する。図５に示すように、レタッチャ・メイン・ウィンドウ１１０の上部
には、左から右へ、「ブラウズ」ボタン１１１、「トリム」ボタン１１２、「レタッチ」
ボタン１１３、「カラー／トーン」ボタン１１４、「イフェクト」ボタン１１５及び「エ
クスポート」ボタン１１６が並んでいる。これらのボタン１１１～１１６の左から右への
配列順序は、ユーザが通常行うレタッチ作業の手順に沿っている。その作業手順とは、大
体次のようなものである。
【００７８】
すなわち、まず、「ブラウズ」ボタン１１１を押すと、「ブラウズ」モードに入り、そこ
では、所望の写真フォルダ１２内の全写真イメージファイルのサムネイルイメージをブラ
ウズして、その中から所望の写真イメージファイルを選択することができる。次に、「ト
リム」ボタン１１２を押すと、「トリム」モードに入り、そこでは、「ブラウズ」モード
で選択された写真イメージの全体を表示して、そのイメージから印刷したい領域だけを残
して、他の不要な領域をトリムすることができる。次に、「レタッチ」ボタン１１３を押
すと、「レタッチ」モードに入り、そこでは、その写真イメージ内の所望箇所に対して、
所望のブラシを使って、所望の修正を施すことができる。次に、「カラー／トーン」ボタ
ン１１４を押すと、「カラー／トーン」モードに入り、そこでは、写真イメージの全体に
対して、カラー調整用フィルタを使って所望のカラー調整を施すことができる。次に、「
イフェクト」ボタン１１５を押すと、「イフェクト」モードに入り、そこでは、写真イメ
ージの全体に対して、特殊効果用フィルタを使って、所望の特殊効果を施すことができる
。なお、上記の「トリム」～「イフェクト」モードで写真イメージに対して施される各種
のイメージ処理を、以下「エンハンス」と呼ぶ。
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【００７９】
最後に「エクスポート」ボタン１１６を押すと、「エクスポート」モードに入り、そこで
は、その写真イメージのファイルを所望の写真フォルダ１２に保存することができる。保
存の仕方には、ユーザが選択可能な２通りの方法があり、その一つは、「トリム」～「イ
フェクト」モードで行われた全てのエンハンスを元の写真イメージに適用した結果の写真
イメージファイルを保存する方法であり、他の一つは、元の写真イメージのファイルには
変更を加えずに、「トリム」～「イフェクト」モードで行われた全てのエンハンスのパラ
メータを記述したファイルを保存する方法である。
【００８０】
上記のように「ブラウズ」モードから「エクスポート」モードまでを順番に選択して作業
するというルーチンワークにより、簡単にレタッチ作業を行うことができる。また、行う
べきエンハンスをし忘れる可能性も少ない。なお、各モードでの作業中、図５に示したレ
タッチャ・メイン・ウィンドウ１１０では、画像表示ボックス１１８に、そのステップで
の処理対象の写真イメージが表示され、また、コントロールボックス１１９に、そのステ
ップで使用する様々なツールやコントロールボタンや処理状況を示す各種インジケータが
表示される。
【００８１】
最初の「ブラウズ」モードにおいて、特別フォトレタッチャ１１は、写真イメージのワー
ク ICCプロファイルを自動的に（ユーザが別段の要求をしない限り、漏れなく）設定する
。ワーク ICCプロファイルの設定はユーザが自分で変えることができる。しかし、ユーザ
が特に指定しなければ、特別フォトレタッチャ１１は、デフォルトの設定方法に従ってワ
ーク ICCプロファイルを自動的に設定する。「ブラウズ」モードで設定されたワーク ICCプ
ロファイルは、「ブラウズ」モードから「トリム」モードに移るときに、「ブラウズ」モ
ードで選択された写真イメージに対して適用されることになる。
【００８２】
ユーザは、ワーク ICCプロファイルを自分で設定したり、現在の設定を確認した場合には
、「ブラウズ」モードにおいて、レタッチャメインウィンドウ１１０内の「プレフェレン
ス」ボタン１１７を押す。すると、図６に示すような「カラー・プロファイル・セットア
ップ」ダイアログボックス１３０がポップアップする。なお、図６の例は、デフォルトの
プロファイル設定を示している。この「カラー・プロファイル・セットアップ」ダイアロ
グボックス１３０において、ユーザは、「カラー・マネージメント・ポリシー」欄１３１
で、決められた３種類のカラーマネジメントポリシー A～ Cを選択することができる。ここ
でユーザ選択されたポリシーに応じて、特別フォトレタッチャ１１は、予め用意されたパ
ラメータをもつワーク ICCプロファイルを設定する。
【００８３】
上記の３種類のポリシー A～ Cとは、次のようなものである。
【００８４】
ポリシー Aは、その写真イメージのファイルに予ねてより添付されている ICCプロファイル
をそのままワーク ICCプロファイルとして用いるものである。 (普及型のデジタルカメラは
そうではないが )フォトスタジオで使用されるような高級なデジタルカメラは、そのデジ
タルカメラのカラースペースを表した ICCプロファイルを、撮影した写真イメージのファ
イルに添付してそのファイルを出力する (ただし、普及型のデジタルカメラの大部分は、 I
CCプロファイルを添付しない )。従って、ポリシー Aを選べば、デジタルカメラ６のカラー
スペースをそのままフォトレタッチのワークカラースペースとして用いることができる。
つまり、ポリシー Aは、デジタルカメラ６が撮影したオリジナルのカラーに可能な限り忠
実にプリントしたい場合のための設定である。ただし、モニタとプリント間での良好なカ
ラー近似は保証されない。これはまた、デフォルトの設定でもある。
【００８５】
ポリシー Bは、モニタに表示されたカラーに忠実にプリントしたい場合のための設定であ
る。例えば、モニタの一般的なカラースペースに相当する公知の「 sRGB」というカラース
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ペースの ICCプロファイルが、ワーク ICCプロファイルとして設定される。この設定によれ
ば、モニタとプリンタとのカラーマッチングが比較的適正に行える。つまり、プリントア
ウトのカラーを、モニタに表示されたカラーに良好に近似させることができる。
【００８６】
ポリシー Cは、業界で広く用いられている標準的な ICCプロファイル、例えば、プリンタの
カラースペースに近く且つモニタのカラースペースより広いガマットをもつ広域標準であ
る公知の「 AdobeRGB」というカラースペースの ICCプロファイルを、ワーク ICCプロファイ
ルとして設定する。
【００８７】
また、図６の「カラー・マネージメント・ポリシー」欄１３１で、ユーザが「マニュアル
」を選べば、その下の欄１３２～１３５を用いて、所望の ICCプロファイルをワーク ICCプ
ロファイルとして設定することができる。
【００８８】
まず、「ワーキング RGB・カラースペース・セッティング」欄１３２では、ワーク ICCプロ
ファイルを具体的に指定することができる。ここで、「 Don’ tExchange」を選ぶと、写真
イメージに予ねてより添付されていた ICCプロファイルがそのままワーク ICCプロファイル
として設定される。また、「 sRGB」、「 AppleRGB」及び「 AdobeRGB」をそれぞれ選ぶと、
その名称をもつ公知のカラースペースの ICCプロファイルがワーク ICCプロファイルとして
設定される。
【００８９】
また、「ノー・プロファイル・エンベデッド・ファイル・セットアップ」欄１３３では、
写真イメージファイルに ICCプロファイルが未だ添付されていなかった場合（例えば、普
及型のデジタルカメラから取り込んだ写真イメージファイルの場合、 ICCプロファイルが
添付されていないことが多い）、その写真イメージの元来の ICCプロファイルがどのカラ
ースペースのものであるかと仮定するかを、設定することができる。デフォルト設定は「
sRGB」である。ユーザは好みに応じて「 sRGB」、「 AppleRGB」、「 AdobeRGB」、或るいは
、クライアントシステム５内のカラーマネージメントシステムが管理する任意の ICCプロ
ファイルを選択して設定することができる。
【００９０】
また、「アスク・プロファイル・ウェン・オープニング」のチェックボックスにチェック
マークを入れておけば（これがデフォルト設定である）、特別フォトレタッチャ１１１は
、任意の写真イメージファイルを開く際（例えば、「ブラウズ」モードから「トリム」モ
ードに移行するとき、「ブラウズ」モードで選択された写真イメージファイルを開くこと
になる）、その写真イメージファイルに未だ ICCプロファイルが添付されていなければ、
ワーク ICCプロファイルの確認と設定を行うための所定のダイアログボックスを強制的に
ポップアップさせる。これにより、ユーザは、 ICCプロファイルが添付されていない写真
イメージに対してどのようなワーク ICCプロファイルを設定するかということを、忘れず
に必ず確認することになる。
【００９１】
上記のようにして、特別フォトレタッチャ１１は、最初の「ブラウズ」モードで、写真イ
メージに対してワーク ICCプロファイルを必ず設定する。
【００９２】
図７は、上述した特別フォトレタッチャ１１によるワーク ICCプロファイルの設定と、そ
のワーク ICCプロファイルを用いて以後に行われる、ワークカラースペースとモニタやプ
リンタのカラースペースとの間のカラーマッチングの処理の流れを示している。
【００９３】
図７において、ステップ１０２が、上述した「ブラウズ」モードでのワーク ICCプロファ
イルの設定を示している。その後、「ブラウズ」モードから「トリム」モードに移行する
とき、特別フォトレタッチャ１１は、ステップ１０１で示すように、「ブラウズ」モード
で選択された写真イメージファイルを読み込み、そして、ステップ１０３で示すように、
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その写真イメージファイルを開く。この写真イメージファイルを開くとき、その写真イメ
ージデータは、「ブラウズ」モードで設定されたワーク ICCプロファイルに定義されたワ
ークカラースペース上のイメージデータに変換される。このとき、その写真イメージファ
イルに予ねてより添付されていた ICCプロファイル（又は、特別フォトレタッチャ１１に
よってそう仮定された ICCプロファイル）がそのままワーク ICCプロファイルとして設定さ
れている場合には、その写真イメージファイルが開かれるとき、その写真イメージデータ
には格別の変更は加えられない。これに対し、その写真イメージファイルに予ねてから添
付されていた (又は、そう仮定された ) ICCプロファイルとは異なるワーク ICCプロファイ
ルが設定されている場合には、その写真イメージファイルが開かれるとき、その写真イメ
ージデータに対して、その添付されていた ICCプロファイルとワーク ICCプロファイルとに
基づいたパセプチャル・カラーマッチングが施される。このカラーマッチングより、その
写真イメージデータは、その予ねての ICCプロファイルで定義されるカラースペースで表
現されていたカラーに最も近似したカラーがワークカラースペースで表現されるように、
調整される。
【００９４】
また、特別フォトレタッチャ１１は、その写真イメージをディスプレイモニタに表示する
ための処理を行う。すなわち、特別フォトレタッチャ１１は、ステップ１０５で示すよう
に、その写真イメージデータを、クライアントシステム５内に予め用意されているモニタ
の ICCプロファイルで定義されるモニタのカラースペースのイメージデータに変換する。
この変換の際、特別フォトレタッチャ１１は、その写真イメージデータに対して、上記ワ
ーク ICCプロファイルと上記モニタ ICCプロファイルとを用いたパセプチャル・カラーマッ
チングをその写真イメージデータに対して施す。これにより、その写真イメージデータは
、ワークカラースペースでのカラーに最も近似したカラーがモニタにも表示されるように
、調整される。そして、特別フォトレタッチャ１１は、ステップ１０６で示すように、そ
の変換されたモニタカラースペースの写真イメージデータをモニタ（具体的には、図５に
示したウィンドウ１１０内の画像表示ボックス１１８上）に表示する。
【００９５】
以後、「トリム」、「レタッチ」、「カラー／トーン」及び「イフェクト」モードにおい
て、特別フォトレタッチャ１１は、ステップ１０４で示すように、その写真イメージに対
して、ユーザから要求された各種のエンハンスを施していく。１つのエンハンスを施す都
度、特別フォトレタッチャ１１は、上述したステップ１０５及び１０６をエンハンス後の
写真イメージについて行って、そのエンハンス後の写真イメージをモニタに表示する。
【００９６】
最後に「エクスポート」モードで、特別フォトレタッチャ１１は、ステップ１０７で示す
ように、既に様々なエンハンスが加えられた写真イメージのファイルを、ユーザ指定の写
真フォルダ１２に保存するが、そのとき、その写真イメージのワーク ICCプロファイルを
、その写真イメージファイルに添付して保存する。
【００９７】
その後、保存された写真イメージファイルとそれに添付されたワーク ICCプロファイルは
、図３を参照して既に説明したように、印刷レイアウト編集の終了後にプリントサーバマ
シン２に送られ、プリントサーバマシン２内のプリントサーバ３４によって印刷イメージ
データに変換される。このとき、プリントサーバ３４は、図７のステップ１０８で示すよ
うに、写真イメージファイルに添付されたワーク ICCプロファイルと、出力プリンタと出
力メディアとの組み合わせに対応したプリンタ ICCプロファイルとを用いたパセプチャル
・カラーマッチングを、その写真イメージデータに対して施す。これにより、その写真イ
メージのワークカラースペースでのカラーに最大限近似したカラーがプリントアウトに現
れるように、その写真イメージデータが調整されて印刷イメージデータに組み込まれる。
【００９８】
以上のような一連のカラーマッチング処理により、次のような結果が得られる。
【００９９】
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上記の「ブラウズ」モードで、デジタルカメラ６が写真イメージに添付した ICCプロファ
イルをそのままワーク ICCプロファイルとして設定した場合には、結果として、デジタル
カメラ６で撮影した被写体のカラーに良好に近似したカラーのプリントアウトが得られる
ことになる。これは基本的なデフォルト設定（図６の欄１３１又は１３２に例示した設定
）でもあるから、ユーザが特に ICCプロファイルについて何も設定しなくても、自動的に
上記の結果が得られる。
【０１００】
一方、モニタの ICCプロファイル又はそれに非常に近い「ｓ RGB」のような ICCプロファイ
ルをワーク ICCプロファイルとして設定した場合には、結果として、モニタに表示された
カラーに良好に近似したカラーのプリントアウトが得られることになる。これは、予ねて
の ICCプロファイルが無かった場合のデフォルト設定（図６の欄１３３に例示した設定）
でもあるから、ユーザが特に ICCプロファイルについて何も設定しなくても、自動的に上
記の結果が得られる。
【０１０１】
再び、図５のレタッチャ・メイン・ウィンドウ１１０を参照する。
【０１０２】
「トリム」ボタン１１２を押して「トリム」モードに入ると、選択された写真イメージが
画像表示ボックス１１８に表示される。ユーザは、画像表示ボックス１１８内の写真イメ
ージ上でカーソルをドラッグすることで、ドラッグの始点と終点で規定される寸法の長方
形の選択範囲を写真イメージ上に設定でき、その選択範囲の外側領域をトリムして、その
選択範囲の内側領域のみを取り出すことができる。コントロールボックス１１９の中から
所望の縦横比を予め選んでおけば、ユーザが上記のドラッグをどのように行っても、それ
で設定される長方形の選択範囲の縦横比は上記選んだ縦横比に自動制御される。また、コ
ントロールボックス１１９には、選択範囲を 1度単位で右回転及び左回転させるボタンも
あり、これを押せば選択範囲を 1度単位で右回転及び左回転させることができる。これに
より、トリム作業は簡単に行える。
【０１０３】
次に、「レタッチ」ボタン１１３を押して「レタッチ」モードに入ると、「トリム」モー
ドで取り出された写真イメージが画像表示ボックス１１８に表示される。コントロールボ
ックス１１９では、同一画面上に、フォトスタジオで頻繁に用いられる所定の幾つかのレ
タッチツールの選択枝と、エンハンス効果の強度を調節するスライダーバーと、サイズ、
ぼかし程度、形状又は角度の異なる複数のブラシのリストと、個々のブラシのサイズ、ぼ
かし程度、形状及び角度を調整する複数本のスライダーバーとが表示されている。ユーザ
は、所望のツール、所望のエンハンス効果強度、及び所望のサイズ、ぼかし程度、形状及
び角度をもつブラシをコントロールボックス１１９上で選んだ上で、画像表示ボックス１
１８上の写真イメージの所望の場所にカーソルを置いてその場所に対して所望のエンハン
スを施すことができる。そのとき、カーソルは、画像表示ボックス１１８の写真イメージ
上で、ユーザが用いるブラシ（つまり、エンハンスが施される領域）と同じサイズと形状
と角度をもった図形（例えば、ブラシの輪郭線を正確に示した閉曲線図形）で表示される
ので、ユーザは写真イメージのどの部分にエンハンスが施されるのかを正確に把握するこ
とができる。
【０１０４】
次に、「カラー／トーン」ボタン１１４を押して「カラー／トーン」モードに入ると、「
レタッチ」モードでエンハンスを施された写真イメージが画像表示ボックス１１８に表示
される。このモードでは、写真イメージに対してカラー調整を行うことができる。このモ
ードは、「イージー」、「バリエーション」及び「マニュアル」の３つのサブモードから
構成されている。コントロールボックス１１９では、それら３つのモードの中から所望の
ものを選択することができる。
【０１０５】
「イージー」サブモードが選ばれると、予め用意された複数種類のカラー調整用フィルタ
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の選択肢がコントロールボックス１１９に表示される。選択肢としては、例えば、「標準
的カラー補正」、「人物写真用カラー補正」、「モノクロ写真化」、「明るい感じにする
」、「重厚な感じにする」、「シャープな感じにする」、「ソフトな感じにする」などが
ある。所望の選択枝を選ぶことで、それに対応した所定のカラー調整フィルタが写真イメ
ージの全体領域に適用される。各フィルタのパラメータをマニュアルで変更することも可
能である。
【０１０６】
「バリエーション」サブモードが選ばれると、カラー調整フィルタのもつ様々なパラメー
タのうちの所定の複数の主要パラメータ（例えば、明度、コントラスト、グレイバランス
、彩度、シャープネスなど）の値をユーザが自由に設定するためのパラメータ設定表が、
コントロールボックス１１９に表示される。このパラメータ設定表では、上記複数パラメ
ータの中から所望の一つを選択することができる。また、画像表示ボックス１１８には、
同一の写真イメージに対してパラメータ値の異なる複数枚（例えば、 3枚、 9枚又は 25枚な
ど）のカラー調整フィルタをそれぞれ試験的に適用した結果の複数枚（例えば、 3枚、 9枚
又は 25枚など）の写真イメージが、同一画面上に縦横に並べて表示される。そのうち中心
に置かれた写真イメージは、コントロールボックス１１９で現在設定されているパラメー
タ値に従うカラー調整フィルタの試験的適用結果である。そして、上記パラメータ設定表
でユーザ選択されたパラメータの値を、現在設定されているパラメータ値から所定値刻み
で減らしていったカラー調整フィルタの試験的適用結果と、逆に所定値刻みで増やしてい
ったカラー調整フィルタの試験的適用結果が、中心の写真イメージの両側にそれぞれ順に
並んでいる。従って、ユーザは、それらカラーの異なる複数の写真イメージを見比べて、
どのカラーが最も好ましいか容易に判断できる。ユーザが所望のカラーの写真イメージを
選ぶと、自動的に、その選ばれた写真イメージが画像表示ボックス１１８の中心に移動し
、その選ばれた写真イメージにに適用されたカラー調整フィルタのパラメータ値がコント
ロールボックス１１９に設定される。他のモード又は他のサブモードへ移行すると、自動
的に、コントロールボックス１１９に設定されたパラメータ値に従うカラー調整フィルタ
が写真イメージに適用される。
【０１０７】
「マニュアル」サブモードが選ばれると、カラー調整用フィルタのパラメータを「バリエ
ーション」サブモードよりも更にきめ細かく設定するための各種ツールやインジケータが
コントロールボックス１１９に表示され、それらを用いて詳細なカラー調整を行うことが
出来る。
【０１０８】
上記の「カラー／トーン」モードでのカラー調整が終わると、次に、「イフェクト」ボタ
ン１１５を押して「イフェクト」モードに入り、そこで、写真イメージの全体に対して、
特殊効果用フィルタを使って、所望の特殊効果を施すことができる。
【０１０９】
以上のように、「トリム」、「レタッチ」、「カラー／トーン」、「イフェクト」モード
を順番に実行することで、フォトスタジオで通常必要とされる全てのエンハンスを漏れな
く写真イメージに施すことができる。
【０１１０】
ところで、「トリム」～「イフェクト」モードの過程で、ユーザが一般フォトレタッチャ
１５を利用したくなった場合には、図５に示すレタッチャ・メイン・ウィンドウ１１０内
の「フォトアプリケーション」ボタン１２３を押せばよい。すると、特別フォトレタッチ
ャ１１は、その時点までに行われたエンハンスを施した結果の写真イメージのファイルを
写真フォルダ１２に保存し、その保存した写真イメージファイルへのパスを起動コマンド
のパラメータとして用いて一般フォトレタッチャ１５を起動し、そして、特別フォトレタ
ッチャ１１自身は非アクティブになる。その結果、一般フォトレタッチャ１５が起動して
、その保存された写真イメージファイルを開くので、ユーザは、一般フォトレタッチャ１
５を使って、続きのレタッチ作業を行うことができる。一般フォトレタッチャ１５での作
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業が終わり、その作業結果の写真イメージを同じファイル名で同じ写真フォルダ１２に保
存して一般フォトレタッチャ１５を終了させると、特別フォトレタッチャ１１が自動的に
アクティブになり、その写真イメージファイルに対して ICCプロファイルを再び設定した
上で、その写真イメージファイルを再び開く。その結果、ユーザは、再び特別フォトレタ
ッチャ１１を使って続きの作業を行うことができる。
【０１１１】
最後に「エクスポート」モードに進み、ユーザが写真イメージの保存を要求すると、特別
フォトレタッチャ１１は、その写真イメージのファイルを、これに「ブラウズ」モードで
設定したワーク ICCプロファイルを添付して、写真フォルダ１２に保存する。
【０１１２】
以上で、特別フォトレタッチャ１１を用いた一つの写真イメージのレタッチ作業が終わる
。その後、続けて、別の写真イメージのレタッチ作業に入ることができる。
【０１１３】
再び図３を参照する。印刷レイアウト編集を行う場合、ユーザは、レイアウトエディタ１
３を起動する。レイアウトエディタ１３は、図８に示すようなグラフィカル・ユーザ・イ
ンタフェース（以下、「レイアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ」という）１４０を
、クライアントシステム５のモニタに表示する。
【０１１４】
図８に示すように、レイアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ１４０には、「プレフェ
レンス」ボタン１４１、フォルダリスト１４３、画像リスト１４４、メディア／プリンタ
選択ボックス１４６、レイアウト選択ボックス１４７、レイアウト表示ボックス１４８、
はめ込み方法／ページ設定ボックス１５０、オプション選択ボックス１５１、及びプリン
ト命令ボックス１５２などがある。なお、図９乃至図１１は、図８に記載のレイアウト・
エディタ・メイン・ウィンドウ１４０の具体例の一つを示す。図９乃至図１１において、
図８に記載のものと同一物には同一符号を付す。
【０１１５】
図８において、「プレフェレンス」ボタン１４１を押すと、図１２に示すような「プレフ
ェレンス」ダイアログボックス１６０がポップアップする。このダイアログボックス１６
０内の「ノー・プロファイル・エンベデッド・ファイル・セットアップ」欄１６２では、
図６に示した同名の欄１３３と同様に、 ICCプロファイルが未だ添付されていない写真イ
メージファイルに対して、添付されたものとして自動的に仮定されることになる ICCプロ
ファイルが設定される（デフォルト設定は、モニタの一般的カラースペースに相当する「
sRGB」である）。
【０１１６】
図８において、レイアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ１４０内のフォルダリスト１
４３には、クライアントシステム５がもつ全てのフォルダのリストが表示される。その中
から所望のフォルダをユーザが選択すると、画像リスト１４４に、その選択されたフォル
ダに保存されている全ての写真イメージファイルのサムネイルイメージ１４５、１４５、
…が表示される。
【０１１７】
また、メディア／プリンタ選択ボックス１４６では、印刷で使用する印刷メディアのサイ
ズと種類並びに出力プリンタを指定することができる。すなわち、図１３において符号１
４６ Aで示すペーパサイズポップアップボタンをクリックすると、リスティングされてい
る上記プリンタ３ A、３ Bで使用可能なメディア（用紙）サイズの中から例えばＡ４サイズ
が、実際に印刷するときの用紙のサイズとしてポップアップする。また、図１３において
符号１４６ Bで示すペーパタイプポップアップボタンをクリックすると、リスティングさ
れている上記プリンタ３ A、３ Bで使用可能な用紙タイプの中から例えばプレミアムセミグ
ロスフォトペーパが、実際に印刷するときの用紙タイプとしてポップアップする。つまり
、ペーパサイズポップアップボタン１４６ Aで選択されたサイズ以上の用紙を持つプリン
タ（３ A、３ B）の用紙タイプを有効とする。
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【０１１８】
仮に上記選択した用紙タイプが、現在選択中のプリンタ（３ A、３ B）の用紙タイプと相違
しても、その選択は有効であるが、その場合、印刷用紙のカセットが上記選択した用紙タ
イプのものに変更されるまで、実際の印刷動作は待たされることになる。また、図１３に
おいて符号１４６ Cで示すプリンタポップアップボタンをクリックすると、上記プリント
サーバマシン２からダウンロードされた、上記プリントサーバマシン２で利用可能なプリ
ンタのリスト中から例えばプリンタ３ A（或いは、３ B）が、出力プリンタ（実際に使用す
るプリンタ）としてポップアップする。但し、上記選択は、ペーパサイズポップアップボ
タン１４６ Aで選択されたサイズ以上の用紙を持つプリンタ（３ A、３ B）が選択された場
合のみ有効である。なお、プリンタ選択には、上記リスト中の先頭に位置する、上記プリ
ンタサーバマシン２任せの「 Auto」という項目も存在する。
【０１１９】
一度選択したプリンタを、フリーモード時に変更した場合には、安全印刷可能領域が異な
るため、レイアウト領域の更新が行われる。上記プリンタサーバマシン２で利用可能なプ
リンタ情報、用紙サイズ、用紙タイプは、数秒（例えば５秒）おきにチェックされ、変更
があった場合には、それぞれ対応するリストが更新される。上記チェック間隔は、変更可
能である。更に、出力プリンタの指定では、図４に示した複数台のプリンタ３ A、３ Bのう
ちの一つを明示的に指定することもできるし、自動選択（上述した「 Auto」、つまり、シ
ステムが自動的に都合のいいプリンタを選択する）を指定することもできる。
【０１２０】
出力プリンタとして、ユーザが特定のプリンタを指定した場合、システムは、指定された
特定のプリンタのみを用いて、そのジョブの全ページ及び全コピー部の印刷を行う。一方
、ユーザが自動選択を指定した場合には、システムは、各ページ及び各コピー部の印刷を
行うプリンタを、プリンタ３ A、３ Bの状態に応じて自動的に選択する。よって、自動選択
が指定された場合には、一つのジョブが異なるプリンタで分散印刷される場合がある。
【０１２１】
また、レイアウト選択ボックス１４７では、図３に示したプリントサーバマシン２のテン
プレートライブラリフォルダ３２に保存されている多種類のレイアウトテンプレートのリ
ストを、例えばプルダウンメニュー或いはダイアログボックスなどの形式で表示して、そ
れらのテンプレートの中から所望のものを選択することができる。選択されたテンプレー
トは、図３に示したプリントサーバマシン２のテンプレートライブラリフォルダ３２から
ファイル転送サーバ３１を通じてレイアウトエディタ１３に取得されて、図８に示したレ
イアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ１４０内のレイアウト表示ボックス１４８に表
示される。
【０１２２】
レイアウト選択ボックス１４７には、フリーモード又はテンプレートモードのいずれか一
方を択一的に設定可能なモード選択ボタンとして、図１３において符号１４７ Aで示すフ
リーモードラジオボタン、及び符号１４７ Bで示すテンプレートモードラジオボタンがあ
る。本実施形態では、デフォルトのモードがテンプレートモードに設定されている。
【０１２３】
フリーモードラジオボタン１４７ Aがクリックされたことにより、テンプレートモードか
らフリーモードにモード切替された場合、又は、テンプレートモードラジオボタン１４７
Bがクリックされたことにより、フリーモードからテンプレートモードにモード切替され
た場合には、図１４に示すような現在の（切替前の）レイアウト内容を破棄して良いか否
かを問合せるためのメッセージがレイアウト表示ボックス１４８に表示される。図１４に
おいて、「 No」ボタンがクリックされれば、切替前のモードに復帰し、「 Yes」ボタンが
クリックされれば、現在の（切替前の）レイアウト内容は破棄される。テンプレートモー
ドを選択すると、図１５に示すような画面表示になり、テンプレート、パッケージを選択
できると共に、同一用紙サイズに限って基本的にページごとに異なるテンプレートを割当
てることができる。
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【０１２４】
テンプレートモードでは、通常、ページ１枚１枚に対してテンプレートを設定し画像の割
付が行われる。ページごとにグループが閉じる。パッケージは、複数のテンプレートを１
つのパック（複数ページ）として扱い、パッケージ内のグループは、全て同一のグループ
と見做されて同じ画像が割当てられる。パッケージ時の画面は、図１５で示される。図１
５に示すパッケージ時の画面上には、上述したメディア／プリンタ選択ボックス１４６で
指定した印刷メディアのサイズに対応するテンプレート名のリスト（ドロップダウンリス
トという）が表示される。このテンプレート情報（つまり、ドロップダウンリスト）は、
図２乃至図４に示したプリントサーバマシン２からレイアウトエディタ１３が取得する。
このリスト中から所望のテンプレート名を一つだけ選択すると、そのテンプレート名の説
明が、このリストの下に表示されると共にレイアウト表示ボックス１４８に選択されたテ
ンプレートが表示される。
【０１２５】
レイアウト表示ボックス１４８内に画像が表示されている状態で、選択すべきテンプレー
トを変更すると、図１４に示したのと同様のメッセージが表示され、上記と同様の操作を
行うことにより、変更前のテンプレートに復帰するか、或いは、現在のレイアウト内容が
破棄される。図２乃至図４に示したプリントサーバマシン２は、例えば１５秒おきにテン
プレート情報に変更があるか否かチェックし、変更があれば上記リストを更新する。上記
チェックの間隔は、例えばプリンタ情報のチェック３回につき１回の割合に設定されてい
る。プリントサーバマシン２上のテンプレート情報が変更された場合、プリントサーバマ
シン２は、図１６に示すメッセージをレイアウトエディタ１３のレイアウト表示ボックス
１４８に表示して、レイアウトエディタ１３側でのテンプレート情報の更新を促す。
【０１２６】
図１６において、「 Yes」ボタンがクリックされれば、レイアウトエディタ１３はプリン
トサーバマシン２より新しいテンプレートリストを取得し、その取得したテンプレートリ
ストに基づいてレイアウト表示ボックス１４８を表示更新する。このとき、レイアウトさ
れている画像は破棄される。一方、「 No」ボタンがクリックされれば、起動中のプリント
サーバマシン２によるテンプレートのチェック動作は停止される。
【０１２７】
また、レイアウト選択ボックス１４７には、図１３において符号１４７ Cで示す「←」ボ
タン及び符号１４７ Dで示す「→」ボタンもある。「←」ボタン１４７ Cは、現在選択され
ている項目の前の項目を選択するとき、「→」ボタン１４７ Dは、現在選択されている項
目の次の項目を選択するとき、夫々クリックされ、それによりドロップダウンリスト、テ
ンプレート説明、レイアウト領域が更新される。現在選択されている項目が最初の項目で
あるとき、「←」ボタン１４７ Cをクリックすると、ループして最後の項目が選択され、
現在選択されている項目が最後の項目であるとき、「→」ボタン１４７ Dをクリックする
と、ループして最初の項目が選択される。レイアウト表示ボックス１４８内に画像が配置
された状態で、選択すべきテンプレートが変更された場合には、図１４に示したのと同様
のメッセージが表示され、上記と同様の操作を行うことにより、変更前のテンプレートに
復帰するか、或いは、現在のレイアウト内容が破棄される。
【０１２８】
また、レイアウト選択ボックス１４７には、図１３において符号１４７ Eで示すブラウズ
ボタンもある。ブラウズボタン１４７ Eをクリックすると、図１７に示すようなダイアロ
グが表示され、所望のテンプレートを選択できる。ブラウズボタン１４７ Eをクリックす
ることにより、ウィンドウタイトルには、現在選択されている用紙（メディア）サイズが
表示される。また、テンプレートリストには、図１７に示すように、各テンプレートが表
示される。ダイアログの初期表示には、現在選択されているテンプレートが選択される。
パッケージには専用の絵が表示され、パッケージが選択されると、パッケージ内のテンプ
レートが図１７で示すように、右側のリストへ一覧表示される。テンプレートをクリック
すると、テンプレートリストで選択されているテンプレートにより、ドロップダウンリス
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ト、テンプレート説明、レイアウト領域が更新される。また、テンプレートは、テンプレ
ートエディタにより設定された色で枠を表示する。なお、テンプレートリストはレイアウ
トサムネイルのドラッグによって並びを替えることができる。この並びはメイン画面のテ
ンプレートや、パッケージドロップダウンリストに反映される。図１８において、「 OK」
ボタンがクリックされれば、テンプレートの選択及びテンプレートの並び替えが確定する
。特定のテンプレートによるダブルクリックでも同一の操作が行える。一方、図１８にお
いて、「 Cancel」ボタンがクリックされれば、テンプレートの選択及び並び替えを無視し
てメイン画面へ復帰する。
【０１２９】
また、レイアウト選択ボックス１４７には、図１３において符号１４７ Fで示すテンプレ
ートエディタ起動ボタンもある。テンプレートエディタ起動ボタン１４７ Fをクリックす
ることにより、テンプレート作成ツールが起動される。テンプレート作成ツールの起動時
に、現在使用中のテンプレートファイル名と、オペレータＩＤと、パスワードとが（ユー
ザ認証及び編集のため）テンプレート作成ツールに渡される。テンプレート作成ツール終
了時には、テンプレート作成ツールからテンプレートファイル名を取得することで、最後
に保存されたテンプレートを現在使用するテンプレートにする。レイアウト表示ボックス
１４８内に画像が配置されていた場合には、現在のレイアウト内容を破棄して良いか否か
ユーザに問い合わせるため、図１４に示したのと同様のメッセージが表示される。 OKの場
合（「 Yes」ボタンがクリックされた場合）には、現在のレイアウト内容が破棄され、 Can
celの場合（「 No」ボタンがクリックされた場合）には、テンプレート編集ツール（テン
プレート作成ツール）は起動しない。なお、ユーザにテンプレート編集権限が無い場合に
は、テンプレートエディタ起動ボタン１４７ Fは Disableとする。
【０１３０】
図１９は、レイアウト選択ボックス１４７において、フリーモードラジオボタン１４７ A
がクリックされたことにより、テンプレートモードからフリーモードにモード切替された
場合のレイアウト選択ボックス１４７及びレイアウト表示ボックス１４８の状態を示す。
【０１３１】
フリーモードラジオボタン１４７ Aがクリックされたことにより、フリーモードに切替え
られると、図１９に示すような画面表示になり、画像サイズを自由に調整することができ
る。この場合、画像情報の位置とサイズ及びページ情報枠１４９ Aの位置とサイズとは固
定されている。画像がドロップされる前は、安全印刷可能領域一杯に入る画像枠１４９ C
が中央に表示されている。このとき、グループ表示は行われない。画像枠１４９ Cは、安
全印刷可能領域内で移動可能であり、画像枠１４９ Cの移動中は、図１９中 Position-Top
、 Leftに該画像枠１４９ Cの左上座標が表示される。また、画像ドロップ時には、 Accordi
ng to original file information、 Resolution、 sizeの設定値に従う。設定値として Acc
ording to original file information、 Resolution、 Sizeに予め入力されている値が大
き過ぎる場合には、該入力された値が使用可能な最大値にセットされる。このフリーモー
ドは１ページに１つの画像枠とし、ページングが可能である。なお、符号１４９ Bは、自
動レイアウト時の安全印刷可能領域境界線を示す。
【０１３２】
ここで、 According to original file informationラジオボタン、 By Resolutionラジオ
ボタン、 Size、 Centerチェックボックス、 Topエディトボックス、 Leftエディトボックス
、 Rotateボタン（画像枠回転ボタン）、 mmラジオボタン及び  inchラジオボタンのもつ各
々の機能について説明する。
【０１３３】
According to original file informationラジオボタンをクリックすることにより、画像
に含まれている解像度情報を使って画像サイズが決定される。また、画像ドロップ時には
、画像枠の長辺と画像の長辺とを合わせてレイアウトがなされる。デフォルトでは Accord
ing to original file informationのモードが選択されるが、ドロップされた画像に解像
度情報が含まれてない場合には、図２０に示すようなメッセージが表示され、「 By Resol
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ution」が選択される。なお、画像枠が上述した安全印刷可能領域を超える場合には、図
２０に示すようなメッセージを表示した後、「 By Resolution」が選択され、安全印刷可
能領域内に収まる画像枠の最大値が設定される。
【０１３４】
By Resolutionラジオボタンをクリックすることにより、画像の解像度が指定できる。画
像ドロップ時には、画像枠の長辺と画像の長辺とを合わせてレイアウトがなされる。 By R
esolutionラジオボタンをクリックすることにより「 Resolution」の項目を選択すると、
図１９で示した Wエディトボックス及び Hエディトボックスが有効になる。 Wエディトボッ
クス及び／又は Hエディトボックスに、無効な値が入力されていた場合には、画像枠が安
全印刷可能領域内に収まる最大値に変更される。また、 Wエディトボックス及び／又は Hエ
ディトボックスに、安全印刷可能領域を越える値が入力されていた場合にも、画像枠が安
全印刷可能領域内に収まる最大値に変更される。
【０１３５】
Size項目を選択すると、画像枠の高さと幅が指定できる。画像枠のエッジをドラッグする
ことによりマウスオペレーションによるサイズ変更も可能である。 Size項目を選択するこ
とにより、図１９で示した Wエディトボックス、 Hエディトボックス及び比率固定ボックス
が有効になる。また、１ mm単位、０ .１ inch単位で画像枠の高さの値と幅の値とを指定す
ることもできる。また、比率固定チェックがオンの場合に、画像枠の高さの値又は幅の値
が操作されたとき、その高さの値と幅の値は、同一比率で変更される。上述したように画
像がレイアウトされている場合には、高さの値と幅の値が変更されると、「 By Resolutio
n」の値も変更される。
【０１３６】
Centerチェックボックスは、「 According to original file information」、「 By Resol
ution」、「 Free」のいずれかのモードで使用可能である。 Centerチェックボックスをチ
ェックすることにより、図１９において符号１４９ Cで示した画像枠を、安全印刷可能領
域内のセンターに移動可能である。 Centerチェックボックスがチェックされている間は、
画像枠１４９ Cのサイズを変更しても、該画像枠１４９ Cは安全印刷可能領域内のセンター
に配置され続ける。
【０１３７】
Topエディトボックス、 Leftエディトボックスも、上述した Centerチェックボックスと同
様に、「 According to original file information」、「 By Resolution」、「 Free」の
いずれかのモードで使用可能であり、画像枠の左上座標を指定するのに用いられる。 Top
エディトボックス、 Leftエディトボックスでは、マウスドラッグによる画像枠の移動も可
能であり、画像枠の移動中は、上記エディトボックス内の値も変化する。なお、画像枠を
クリックして、上下左右キーによる該画像枠の移動も可能であり、画像枠の移動中は、エ
ディトボックス（ Topエディトボックス、 Leftエディトボックス）内の値も変化する。ま
た、マウスによる画像枠の移動中に Shiftキーを押しながらドラッグすると、画像枠をク
リック開始位置から十字斜めに直線移動させることもできる。
【０１３８】
Rotateボタンも、「 According to original file information」、「 By Resolution」、
「 Free」のいずれかのモードで使用可能であり、画像枠を９０°回転させるのに用いられ
る。因みに、レイアウトされた画像自体の回転は、 Rotateボタンではなくレイアウト表示
ボックス１４８内の Photo-Rotateボタン（左回転ボタン、右回転ボタンのいずれか）をク
リックすることで行う。なお、画像枠を回転させた結果、画像枠が図１９で示した安全印
刷可能領域からはみ出してしまう場合には、たとえ Rotateボタンをクリックしても画像枠
は回転しない。
【０１３９】
mmラジオボタンは、 Wエディトボックス、 Hエディトボックス、 Topエディトボックス及び L
eftエディトボックスにおける表示単位を、 inch から mmに変更するときクリックされる。
また、 inchラジオボタンは、 Wエディトボックス、 Hエディトボックス、 Topエディトボッ
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クス及び Leftエディトボックスにおける表示単位を、 mm から inchに変更するときクリッ
クされる。
【０１４０】
レイアウト表示ボックス１４８に表示されたレイアウトテンプレート１４９は、メディア
／プリンタ選択ボックス１４６で選択された印刷メディアのサイズと同じサイズのスペー
スを有し、その中に、写真プリントで標準的に用いられる規定サイズの 1又は複数の写真
枠 A～ Eが、予め定まったレイアウトで並べられている。
【０１４１】
ユーザが、画像リスト１４４内の所望のサムネイルイメージを、レイアウト表示ボックス
１４８内のテンプレート１４９内の所望の写真枠にドラッグアンドドロップすると、レイ
アウトエディタ１３は、そのサムネイルイメージに対応した写真イメージファイルを開い
て、その写真イメージをその写真枠にはめ込んで表示する。写真イメージを写真枠にはめ
込むとき、レイアウトエディタ１３は、後述するはめ込み方法／ページ設定ボックス１５
０で設定されたはめ込み方法に従って、写真イメージのサイズや方向を変更したり、写真
枠からはみ出す部分をトリムしたり、或いは写真枠のサイズに満たない部分に余白を付加
したりというような、写真イメージの寸法や方向に関する調整を必要に応じて行う。ユー
ザが同一の印刷メディアに印刷したい全ての写真イメージをテンプレート１４９内の所望
の写真枠にドラッグアンドドロップすれば、その印刷ページの印刷レイアウトが完成する
。
【０１４２】
上記のようにテンプレート１４９内の各写真枠に各写真イメージをはめ込むとき、レイア
ウトエディタ１３は、その写真イメージに対してワーク ICCプロファイルを次のように自
動的に（ユーザが別段の要求をしない限り、漏れなく）設定する。すなわち、その写真イ
メージファイルに予ねてより ICCプロファイルが添付された場合には、その予ねての ICCプ
ロファイルをそのままワーク ICCプロファイルとして設定する。一方、その写真イメージ
ファイルに未だ ICCプロファイルが添付されていない場合には、上述した図１２に示した
ダイアログボックス１６０内の「ノー・プロファイル・エンベデッド・ファイル・セット
アップ」欄１６２で設定した ICCプロファイルがその写真イメージファイルに予ねてから
添付されていたものとみなして、その添付されていたとみなされた ICCプロファイルをそ
のままワーク ICCプロファイルとして設定する。
【０１４３】
はめ込み方法／ページ設定ボックス１５０では、テンプレート１４９内の各写真枠への写
真イメージのはめ込み方法を設定することができる。設定事項としては、写真枠と写真イ
メージとが縦横比において一致しない場合における、トリミングに関する設定と、回転に
関する設定とがある。トリミングに関しては、「オート・トリム」（つまり、写真イメー
ジの短辺方向の寸法を写真枠の同方向の寸法と一致させるように、写真イメージの長辺方
向の余分な両側領域を自動的にトリミングして余白無しに写真枠に収める方法）と、「フ
ィット・ウィズイン」（つまり、写真イメージの長辺方向の寸法を写真枠の同方向の寸法
と一致させるように、写真イメージをトリミングせずにその短辺方向の両脇に自動的に余
白を付加して写真枠に収める方法）との何れかの方法を選択することができる。回転に関
しては、「オート・クロックワイズ」と「オート・カウンター・クロックワイズ」（つま
り、写真イメージの長辺と写真枠の長辺とが同方向になるように、写真イメージを自動的
に９０度だけ時計回り及び反時計回りにそれぞれ回転する）と「マニュアル」（ユーザが
マニュアルで所望方向へ９０度回転させる）との何れかの方法を選ぶことができる。ここ
で設定されたはめ込み方法を用いて、レイアウトエディタ１３が自動的に、各写真枠へド
ロップされた写真イメージをその写真枠へはめ込むので、写真イメージのサイズ調整作業
は非常に簡単である。
【０１４４】
はめ込み方法／ページ設定ボックス１５０では、また、テンプレート１４９を用いて今編
集しているページが、印刷ジョブの何ページ目かということも設定することができる。複
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数ページからなる印刷ジョブの印刷レイアウトを編集する場合には、このはめ込み方法／
ページ設定ボックス１５０でページを追加しつつ、各ページごとに、上記のようにテンプ
レートを選択して、その中の各写真枠に所望の写真イメージをドラッグアンドドロップし
ていけばよい。このように、レイアウト編集は非常に簡単である。
【０１４５】
ここで、はめ込み方法／ページ設定ボックス１５０について、図１３により更に具体的に
説明する。
【０１４６】
はめ込み方法／ページ設定ボックス１５０には、例えば図１３に示す態様で、ゴミ箱１５
０ A、 Trimming項目と Rotate項目とを含む Photo項目、及び Page項目が設定されている。 Tr
imming項目には、 Auto trim（自動トリミング）ラジオボタン１５０ B、及び Fit withinラ
ジオボタン１５０ Cが設定されており、 Rotate項目には、 Auto CW（自動回転・時計回り）
ラジオボタン１５０ D、 Auto CCW（自動回転・反時計回り）ラジオボタン１５０ E、 Manual
ラジオボタン１５０ F、左回転ボタン１５０ G、及び右回転ボタン１５０ Hが設定されてい
る。更に、 Page項目には、前ページ移動ボタン（「←」）１５０ I、次ページ移動ボタン
（「→」）１５０ J、ページ移動スライダ１５０ K、ページ数表示ラベル１５０ L、 Addボタ
ン１５０ M、 Delボタン１５０ N、及び All Delボタン１５０ Pが設定されている。
【０１４７】
ゴミ箱１５０ Aは、既にレイアウトされた画像を画像枠から削除するとき用いられるもの
で、 OS標準の（クライアントマシン５ A、５ Bの）キー操作、又は専用ゴミ箱であるゴミ箱
１５０ Aへのドラッグ &ドロップ、又はゴミ箱１５０ Aをクリックすることにより、レイア
ウト済みの画像を画像枠から削除することができる。但し、一度ゴミ箱１５０ Aへ捨てた
画像は、元に戻すことができない。
【０１４８】
Photo項目は、レイアウトした画像及びドロップする画像のトリミング設定、回転設定を
行うためのもので、レイアウト領域（図８で示したレイアウトテンプレート１４９）で既
にレイアウトされている画像枠を選択すると、該画像に対するトリミング設定、回転設定
が表示される。また、既に画像がレイアウトされている画像枠以外の部分をクリックする
とページ枠が選択され、ドロップ時のデフォルトのトリミング設定、回転設定が表示され
る。
【０１４９】
Trimming項目において、 Auto trimラジオボタン１５０ Bは、クリックすることにより、画
像の縦横比を固定にしたまま余白が無いように画像の上下又は左右を画像枠にフィットさ
せた状態で、図８で示したレイアウトテンプレート１４９の中央に配置する設定が行える
。なお、画像枠からはみ出した画像の部分は、自動的にトリミングされるため印刷される
ことはない。
【０１５０】
Fit withinラジオボタン１５０ Cは、クリックすることにより、画像の縦横比を固定にし
たまま画像全体が画像枠内に入るように、図８で示したレイアウトテンプレート１４９の
中央に配置する設定が行える。この場合、画像の上下又は左右と画像枠との間に余白がで
きる。
【０１５１】
Rotate項目において、 Auto CWラジオボタン１５０ Dは、クリックすることにより、画像の
長辺を画像枠の長辺と向きが同じになるように、画像を自動的に９０°時計回りに回転さ
せる設定が行える。画像の長辺と画像枠の長辺の向きが同じである場合には、画像を回転
させない。
【０１５２】
Auto CCWラジオボタン１５０ Eは、クリックすることにより、画像の長辺を画像枠の長辺
と向きが同じになるように、画像を自動的に９０°反時計回りに回転させる設定が行える
。画像の長辺と画像枠の長辺の向きが同じである場合には、画像を回転させない。
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【０１５３】
Manualラジオボタン１５０ Fは、画像をそのままの向きで設定するときクリックされる。
【０１５４】
左回転ボタン１５０ Gは、クリックすることにより、画像を９０°左回転させるもので、 A
uto CWラジオボタン１５０ Dが選択されていた場合には、現在の画像の表示状態から該画
像を１８０°左回転させることになる。また、 Manualラジオボタン１５０ Fが選択されて
いた場合には、現在の画像の表示状態から該画像を９０°左回転させることになる。
【０１５５】
右回転ボタン１５０ Hは、クリックすることにより、画像を９０°右回転させるもので、 A
uto CCWラジオボタン１５０ Eが選択されていた場合には、現在の画像の表示状態から該画
像を１８０°右回転させることになる。また、 Manualラジオボタン１５０ Fが選択されて
いた場合には、現在の画像の表示状態から該画像を９０°右回転させることになる。
【０１５６】
Page項目は、ページの追加や削除、表示ページ設定を行うためのものである。
【０１５７】
前ページ移動ボタン１５０ Iは、現在レイアウトテンプレート１４９に表示されているペ
ージの１つ前のページをレイアウトテンプレート１４９に表示させるとき、クリックする
。全部で１ページしかないときに、前ページ移動ボタン１５０ Iをクリックすると、無効
が表示され、現在レイアウトテンプレート１４９に表示されているページが先頭ページの
ときには、 Disableが表示される。
【０１５８】
次ページ移動ボタン１５０ Jは、現在レイアウトテンプレート１４９に表示されているペ
ージの次のページをレイアウトテンプレート１４９に表示させるとき、クリックする。全
部で１ページしかないときに、次ページ移動ボタン１５０ Jをクリックすると、無効が表
示され、現在レイアウトテンプレート１４９に表示されているページが終端ページのとき
には、 Disableが表示される。
【０１５９】
ページ移動スライダ１５０ Kは、クリックすることにより、レイアウトテンプレート１４
９に表示されるページを選択することができる。ページ移動スライダ１５０ Kをクリック
することにより、ページ移動スライダ１５０ Kの横のページ数表示ラベル１５０ Lに、（例
えば「１／３」のように）表示ページとトータルページとが表示される。
【０１６０】
Addボタン１５０ Mは、クリックすることにより、ページを追加し、また、追加したページ
をレイアウトテンプレート１４９に表示させることができる。 Addボタン１５０ Mをクリッ
クすることにより、現在レイアウトテンプレート１４９に表示されているページの次に、
新しいページが追加される。
【０１６１】
Delボタン１５０ Nは、クリックすることにより、現在レイアウトテンプレート１４９に表
示中のページ若しくはパッケージを削除することができる。レイアウトテンプレート１４
９に表示中のページに画像がレイアウトされている場合に、 Delボタン１５０ Nをクリック
すると、現在のレイアウト内容を破棄して良いか否かユーザに問い合わせるため、図１４
に示したのと同様のメッセージが表示される。そして、 OKの場合（「 Yes」ボタンがクリ
ックされた場合）には、現在のレイアウト内容が削除される。なお、トータルページが１
ページしかない場合に Delボタン１５０ Nをクリックすると、無効表示がなされる。
【０１６２】
All Delボタン１５０ Pは、いつでも使用が可能である。ページに画像がレイアウトされて
いる場合に、 All Delボタン１５０ Pをクリックすると、そのレイアウト内容を破棄して良
いか否かユーザに問い合わせるため、図１４に示したのと同様のメッセージが表示される
。そして、 OKの場合（「 Yes」ボタンがクリックされた場合）には、そのレイアウト内容
が削除される。なお、上記削除に際しては、現在のテンプレート若しくは現在のパッケー
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ジを空の状態にする。そして、削除後は、現在のページのページデフォルト回転モード、
及びトリミングが設定される。
【０１６３】
オプション選択ボックス１５１では、「プリンタ・オプション」と「プリント・オプショ
ン」と「アフター・プリンティング」に関するオプション事項を設定することができる。
「プリンタ・オプション」に関しては、同一ジョブを複数のプリンタで分散して印刷する
という分散印刷を行う場合（メディア／プリンタ選択ボックス１４６で自動選択が指定さ
れている場合、システムがプリンタの状態に応じて、そのジョブの各ページ及び各コピー
部に対して出力プリンタを自動的に割り当てるので、分散印刷が行われる可能性がある）
、同一ページを同一プリンタで印刷するか否か、又は同一ジョブを同一プリンタで印刷す
るか否か（分散印刷を禁止する否か）を設定することができる。同一プリンタで印刷すれ
ば、全コピー数を通じて印刷画質が同一になる。
【０１６４】
「プリンタ・オプション」に関して、さらに、指定されたサイズの印刷メディアが指定さ
れたプリンタにセットされていなかった場合、指定サイズより大きいサイズの同一種の用
紙を用いて印刷して良いか否かを設定することができる。ここで「良い」と設定した場合
には、さらに、指定された用紙サイズの用紙枠も一緒に印刷するか否かを設定することが
できる。大きいサイズの用紙に印刷して「良い」と設定した場合、システムは、用紙の無
駄を無くすために、そのジョブの各ページを、その大きいサイズの用紙の端の方に寄った
位置に印刷するように、各ページの用紙上での印刷レイアウトを自動制御する。例えば、
そのジョブの指定サイズが A4であったところ、 A4の用紙が無くて、その 2倍のサイズの A3
の用紙に印刷するような場合、システムは、その A3の用紙をその中央線で 2等分した片側
の A4サイズ領域に、そのジョブのページを印刷する。
【０１６５】
なお、上記のように指定サイズより大きいサイズの用紙に印刷する場合に関して、プリン
トサーバマシン２では、「ジョブ優先」と「用紙優先」のうちの一方の印刷方法を選択的
に設定することができるようになっている (これも、レイアウトエディタ１３で設定でき
るようにしてもよい )。プリントサーバマシン２に「ジョブ優先」が設定された場合には
、システムは、その印刷ジョブをできるだけ早くに終了させることを優先させるので、或
る印刷ジョブを指定サイズより大きいサイズの用紙に印刷し終わったときに、その大きい
サイズ用紙には他のページを印刷できるだけの余白が空いていたとしても（例えば、 A3用
紙の半分の領域にのみそのジョブの最後のページを印刷して、残り半分の領域が未印刷で
空いていたとしても）、その用紙を直ちに排紙して、その印刷ジョブを直ちに完了させる
。一方、プリントサーバマシン２に「用紙優先」が設定された場合には、システムは、そ
の用紙の無駄を無くすことを優先させるので、或る印刷ジョブを指定サイズより大きいサ
イズの用紙に印刷し終わったときに、その大きいサイズ用紙には他のページを印刷できる
だけの余白が空いていたならば（例えば、 A3用紙の半分の A4領域にのみそのジョブの最後
のページを印刷して、残り半分の A4領域が未印刷で空いていたならば）、その余白に印刷
できる指定サイズをもった別の印刷ジョブが来るのを待って、その別の印刷ジョブのペー
ジをその用紙の余白に印刷してから（例えば、 A3用紙の残り半分の A4領域に、次の印刷ジ
ョブの最初のページを印刷してから）、その用紙を排紙する。
【０１６６】
また、「プリント・オプション」に関しては、各写真イメージのファイル名、各写真イメ
ージのトンボ、各写真イメージの外枠線、スタジオ名、クライアントマシン名、ジョブＩ
Ｄ、オペレータ名、顧客名、ページ内にレイアウトされた写真イメージファイル名のリス
ト、印刷日付、自由コメントなどの補助的情報を印刷するか否かが設定できる（これらの
補助情報を印刷すると、印刷物を顧客ごとに仕分けたりカットしたりというプリント後の
作業が容易になる）。なお、印刷する顧客名に関しては、予めシステムに登録してある顧
客名のリストをポップアップさせて、その中から、顧客名を選択することができる。
【０１６７】
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また、「アフター・プリンティング」に関しては、プリンタでその印刷ジョブの実行が完
了した後において、図３に示したプリントサーバ３４からサーバステータスモニタ１４に
ジョブ完了通知を返すか否か、及び、ユーザが削除又は変更するまでその印刷ジョブのデ
ータをプリントサーバマシン２内で消さずに残しておくか否かなどの、印刷完了後のオプ
ション動作が設定できる。原則として、プリントサーバマシン２は、ユーザから別途消去
命令が来るか、又は、所定の消去条件が成立しない限り、印刷ジョブデータを印刷完了後
も消さずに、プリントサーバマシン２内のディスクストレージに保存するようになってい
る。上記「アフター・プリンティング」の設定で、印刷完了後に印刷ジョブを消すと設定
された場合にのみ、プリントサーバマシン２は、その印刷ジョブの印刷が完了した時点で
、その印刷ジョブのデータを直ちに消去する。
【０１６８】
なお、上記した印刷ジョブデータの消去に関して、プリントサーバマシン２では、保存し
てある印刷ジョブデータを自動的に消去するための消去条件として、「空き容量」と「期
間」を設定することができるようになっている。「空き容量」が設定されると、その設定
値以下にまで、プリントサーバマシン２内のディスクストレージの空き容量が減ると、プ
リントサーバマシン２は、保存してあった印刷ジョブデータを古い順に消去して、ディス
クストレージの空き容量を、上記設定値以上にまで回復させる。「期間」が設定されると
、プリントサーバマシン２は、その設定値（例えば、 7日間）に相当する期間だけ印刷ジ
ョブデータを保存するが、保存されていた期間がその設定値に達した時点で、その印刷ジ
ョブデータを自動的に消去する。
【０１６９】
ここで、オプション選択ボックス１５１について、図２１により更に具体的に説明する。
【０１７０】
オプション選択ボックス１５１には、例えば図２１に示す態様で、 Printer Options（ Clu
ster printing options）項目と Print Options項目とを含む Options項目、 Page informat
ionチェックボックス１５１ A、 Studio Nameチェックボックス１５１ B、 This Computer’ s
 Nameチェックボックス１５１ C、 Operator IDチェックボックス１５１ D、 Customer Name
チェックボックス１５１ E、 Job IDチェックボックス１５１ F、 Printer Nameチェックボッ
クス１５１ G、 Pageチェックボックス１５１ H、 Dateチェックボックス１５１ I、 Photo fil
e listチェックボックス１５１ J、 Memoチェックボックス１５１ K、メモテキスト１５１ L
、 Customer Nameボタン１５１ M、 Customer Nameラベル１５１ N、及び After printing項目
が設定されている。 Printer Options項目には、 Use same printer for sameチェックボッ
クス１５１ P、 Pageラジオボタン１５１ Q、 Jobラジオボタン１５１ R、 Allow auto layout
チェックボックス１５１ S、及び Print page borderチェックボックス１５１ Tが設定され
ている。また、 Print Options項目には、 Photo informationチェックボックス１５１ U、 F
ile nameチェックボックス１５１ V、 Crop marksチェックボックス１５１ W、 Crop marks S
ettingボタン１５１ X、 Edge lineチェックボックス１５１ Y、及び Edge line Settingボタ
ン１５１ Zが設定されている。
【０１７１】
Options項目は、印刷ジョブのオプション設定を行うためのものであり、 Printer Options
（ Cluster printing options）項目は、上記 Options項目中の分散印刷のオプション設定
を行うためのものであり、 Print Options項目は、上記 Options項目中の写真情報、ページ
情報印刷のオプション設定を行うためのものである。
【０１７２】
Printer Options項目において、 Use same printer for sameチェックボックス１５１ Pは
、チェックすることにより、同一の印刷ジョブについては同一のプリンタで印刷が行われ
るよう設定するための Jobラジオボタン１５１ Rが有効になる。なお、同一のページについ
ては同一のプリンタで印刷が行われるよう設定するための Pageラジオボタン１５１ Qにつ
いては、デフォルトのボタンであるので、 Use same printer for sameチェックボックス
１５１ Pをチェックすると否とに関わりなく有効である。
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【０１７３】
Allow auto layoutチェックボックス１５１ Sは、チェックすることにより、印刷ジョブが
自動レイアウトの対象になる。このチェックにより、デフォルトの Print page borderチ
ェックボックス１５１ Tが有効になり、それによって用紙枠の印刷が実行される。
【０１７４】
Print Options項目において、 Photo informationチェックボックス１５１ Uは、デフォル
トではチェックされてない状態であり、チェックすることにより各写真情報が各写真枠内
に印刷される。 Photo informationチェックボックス１５１ Uをチェックすることにより、
File nameチェックボックス１５１ V、 Crop marksチェックボックス１５１ W、 Edge lineチ
ェックボックス１５１ Yが有効になる。
【０１７５】
File nameチェックボックス１５１ Vは、デフォルトではチェックされた状態であり、ファ
イル名の印刷を行う機能を有する。
【０１７６】
Crop marksチェックボックス１５１ Wは、デフォルトではチェックされてない状態であり
、設定されているトンボを印刷する機能を有する。このトンボは、レイアウトテンプレー
ト１４９にもプレビュー表示される。
【０１７７】
Edge lineチェックボックス１５１ Yは、デフォルトではチェックされてない状態であり、
設定されている画像枠の印刷を行う機能を有する。この画像枠も、レイアウトテンプレー
ト１４９にプレビュー表示される。
【０１７８】
Crop marks Settingボタン１５１ Xは、クリックすることにより、図２２に示すようなダ
イアログが表示され、トンボ印刷の設定が行える。図２２に示すダイアログには、 Photo 
radio Button１７１、 Frame Radio Button１７２、 Photo+Frame radio Button１７３が備
えられる。 Photo radio Button１７１をクリックすることにより、写真に対して Crop mar
ksが印刷される。 Frame Radio Button１７２をクリックすることにより、フレームに対し
て Crop marksが印刷される。 Photo+Frame radio Button１７３をクリックすることにより
、写真及びフレームに対して Crop marksが印刷される。
【０１７９】
なお、デフォルトでは、図２２に示すように、長さａが 2mm（ maxで 100mm）、長さｂが 1mm
（ maxで 100mm）、 Line Widthが 0.4pt（ maxで 28.3pt 約 10mm）、 colorが black、 Photo rad
io Button１７１はオフ、 Frame Radio Button１７２はオン、 Photo+Frame radio Button
１７３はオフに夫々設定されている。また、図２２で示したダイアログでは、 inchラジオ
ボタン１７５ではなく、 mmラジオボタン１７４が選択されている。
【０１８０】
図２１において、 Edge line Settingボタン１５１ Zは、クリックすることにより、図２３
に示すようなダイアログが表示され、写真枠印刷の設定が行える。図２３に示すダイアロ
グには、 Photo radio Button１７６、 Frame Radio Button１７７、 Photo+Frame radio Bu
tton１７８が備えられる。 Photo radio Button１７６をクリックすることにより、写真枠
が写真の外側に印刷される。写真のエッジを中心に線を描くことは禁止される。 Frame Ra
dio Button１７７をクリックすることにより、フレームに対して Edge line が印刷される
。 Photo+Frame radio Button１７８をクリックすることにより、写真及びフレームに対し
て Edge line が印刷される。
【０１８１】
なお、デフォルトでは、図２３に示すように、 Line Widthが 0.4pt（ maxで 28.3pt 約 10mm
）、 colorが black、 Photo radio Button１７６はオフ、 Frame Radio Button１７７はオン
、 Photo+Frame radio Button１７８はオフに夫々設定されている。
【０１８２】
図２１において、 Page informationチェックボックス１５１ Aは、デフォルトではチェッ
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クされてない状態であり、チェックすることにより、各ページ情報がページ情報枠内に印
刷される。 Page informationチェックボックス１５１ Aをチェックすることにより、 Studi
o Nameチェックボックス１５１ B、 This Computer’ s Nameチェックボックス１５１ C、 Ope
rator IDチェックボックス１５１ D、 Customer Nameチェックボックス１５１ E、 Job IDチ
ェックボックス１５１ F、 Printer Nameチェックボックス１５１ G、 Pageチェックボックス
１５１ H、 Date（ Time）チェックボックス１５１ I、 Photo file listチェックボックス１
５１ J、及び Memoチェックボックス１５１ Kが有効になる。
【０１８３】
Studio Nameチェックボックス１５１ Bは、デフォルトではチェックされてない状態であり
、チェックすることにより、例えば Studio Name： Studio1のように店舗名が印刷される。
【０１８４】
This Computer’ s Nameチェックボックス１５１ Cは、デフォルトではチェックされた状態
であり、例えば Computer’ s Name： iMac1のようにクライアントコンピュータ名が印刷さ
れる。
【０１８５】
Operator IDチェックボックス１５１ Dは、デフォルトではチェックされた状態であり、例
えば Operator ID： T. Honda のようにオペレータ IDが印刷される。
【０１８６】
Customer Nameチェックボックス１５１ Eは、デフォルトではチェックされてない状態であ
り、チェックすることにより、例えば Customer Name ： Shimadaのように顧客名が印刷さ
れる。
【０１８７】
Job IDチェックボックス１５１ Fは、デフォルトではチェックされた状態であり、例えば J
ob ID： 000160 のようにジョブ IDが印刷される。
【０１８８】
Printer Nameチェックボックス１５１ Gは、デフォルトではチェックされてない状態であ
り、チェックすることにより、例えば Printer： #1 Upperのように印刷プリンタ名が印刷
される。
【０１８９】
Pageチェックボックス１５１ Hは、デフォルトではチェックされてない状態であり、チェ
ックすることにより、例えば Page： 1/3のようにページ番号が印刷される。
【０１９０】
Dateチェックボックス１５１ Iは、デフォルトではチェックされてない状態であり、チェ
ックすることにより、例えば Print Time： 2000-09-28-16-31-19のようにレンダリング開
始時間が印刷される。
【０１９１】
Photo file listチェックボックス１５１ Jは、デフォルトではチェックされてない状態で
あり、チェックすることにより、例えば File Name ： Dscf0071.jpg,　 Dscf0072.jpg, Dsc
f0073.jpgのようにページ内にレイアウトされたファイル名リストを印刷する。
【０１９２】
Memoチェックボックス１５１ Kは、デフォルトではチェックされてない状態であり、チェ
ックすることにより、例えば Memo： "Test printing"のように入力されたメモを印刷する
。なお、入力最大文字数は２５０（ Byte）である。
【０１９３】
Customer Nameボタン１５１ Mの横には、現在の顧客名が表示される。 Customer Nameボタ
ン１５１ Mは、クリックすることにより、図２４に示すような、 Customer Nameエディトボ
ックス１７９、 Customer Nameリストボックス１８０、 Addボタン１８１、 Deleteボタン１
８２、 OKボタン１８３、 Blankボタン１８４等を備えるダイアログが表示され、顧客名の
選択・編集を行うことが可能になる。
【０１９４】
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Customer Nameリストボックス１８０では、文字を入力することにより動作を開始し、前
方一致で一致した項目が表示される。ここでは、 Customer Nameリストボックス１８０へ
の入力最大文字数は３１（ Byte）に設定されており、登録されている顧客の名前が表示さ
れる。このリストボックス１８０上に表示されるリストは、アルファベット順にソートさ
れる。
【０１９５】
Addボタン１８１は、クリックすることにより、エディトボックス１７９内の文字列が上
記リストボックス１８０内のリストに追加され、選択状態になる。 Addボタン１８１をク
リックしたとき、エディトボックス１７９内の文字列が上記リストボックス１８０内に登
録済みの場合には、その文字列が選択状態になる。
【０１９６】
Deleteボタン１８２は、クリックすることにより、エディトボックス１７９内の文字列が
リストボックス１８０から削除され、且つエディトボックス１７９がクリアされる。
【０１９７】
OKボタン１８３は、クリックすることにより、エディトボックス１７９内の文字列を顧客
IDとして図２４で示したダイアログを閉じる。 OKボタン１８３のクリックと、上記文字列
の上記リストボックス１８０内への追加とは、直接的な関連はない。なお、上記エディト
ボックス１７９内に文字列が無い場合には、 OKボタン１８３をクリックしても上記エディ
トボックス１７９や上記リストボックス１８０には変化は生じない。
【０１９８】
Blankボタン１８４は、クリックすることにより、顧客 IDをブランクとして図２４で示し
たダイアログを閉じる。
【０１９９】
図２１において、 After printing（ option）項目は、印刷された後のオプション設定を行
うためのものであり、 Notifyチェックボックス１８５、 Keep printing data in serverチ
ェックボックス１８６を備える。 Notifyチェックボックス１８５は、デフォルトではチェ
ックされてない状態であり、チェックすることにより、所定の印刷ジョブの印刷が終了し
たときに、ステータス表示アプリケーションから印刷終了メッセージが表示される。
【０２００】
Keep printing data in serverチェックボックス１８６は、デフォルトではチェックされ
てない状態であり、チェックすることにより、対応する印刷ジョブをユーザが削除するか
、対応する印刷ジョブの設定が変更されるまでの間、 Pause状態で印刷ジョブリストに登
録される。
【０２０１】
図８において、プリント命令ボックス１５２では、作業対象の印刷ジョブについて、印刷
コピー数と印刷優先度とを指定して、印刷実行を要求することができる。印刷実行が要求
されると、レイアウトエディタ１３は、今編集していた印刷ジョブについて印刷ジョブデ
ータを作成して、それを図３に示したプリントサーバマシン２のファイル転送サーバ３１
に送る。印刷ジョブデータには、既に説明したように、ジョブスクリプトと、そのジョブ
に含まれる全印刷ページのレイアウトスクリプトと、それらの印刷ページのレイアウトテ
ンプレートの写真枠にはめ込まれた全てのと、それらの写真イメージに対して設定された
ワーク ICCプロファイルとが含まれている。なお、この印刷ジョブデータに含まれる写真
イメージファイルは、元の写真イメージファイルではなく、レイアウトテンプレートの写
真枠にはめ込まれたときの寸法や方向に関する調整を受けた写真イメージのファイルであ
る。
【０２０２】
ここで、プリント命令ボックス１５２について、図２１により更に具体的に説明する。
【０２０３】
プリント命令ボックス１５２には、例えば図２１に示す態様で、 copiesエディトボックス
１５２ A、 priorityポップアップボタン１５２ B、及び印刷（ print）ボタン１５２ Cが設定
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されている。
【０２０４】
copiesエディトボックス１５２ Aでは、上下方向に設定された一対のボタンのどちらかを
クリックすることにより、作業対象の印刷ジョブについて印刷枚数を指定することができ
る。
【０２０５】
priorityポップアップボタン１５２ Bは、上方向又は下方向にクリックすることにより、
作業対象の印刷ジョブについて優先度が指定される。優先度には、最も優先度の高い Now
から、最も優先度の低い Waitまで、間に High、 Normal、 Lowの３段階が含まれており、合
計で５段階設定されている。
【０２０６】
印刷ボタン１５２ Cは、クリックすることにより、プリントサーバマシン２に対し、印刷
に必要な画像ファイル、レイアウト情報ファイル、 JOBファイル、カラープロファイル、
レイアウトイメージサムネイルが転送される。画像が１枚もレイアウトされてない場合に
は、印刷ボタン１５２ Cは無効であり、作業対象である印刷ジョブの印刷は行えず、また
、画像が１枚もレイアウトされてないページがある場合には、そのページは印刷されない
。また、同一画像ファイルについては、１ファイルのみプリントサーバマシン２に転送さ
れる。また、ユーザ等に印刷権限が無い場合には、例えば図２５に示すようなメッセージ
を表示し、印刷は行われない。また、メディア／プリンタ選択ボックス１４６で選択され
た用紙サイズ、及び用紙タイプに一致する印刷用紙がプリンタ３ A、３ Bのカセットに無い
場合には、例えば図２６に示すようなメッセージを表示する。図２６において、 Yesボタ
ン１８７をクリックすれば印刷が行われ、 Noボタン１８８をクリックすれば印刷は行われ
ない。
【０２０７】
印刷中には、例えば図２７に示すようなプログレスバー表示ダイアログが出力される。印
刷を中止したいときには、図２７の Stopボタン１８９をクリックする。なお、印刷終了後
は、図２１で示した Copiesエディトボックス１５２ Aの設定を「 1」に、 priorityポップア
ップボタン１５２ Bの設定を「 Normal」に夫々戻すと共に、 Keep printing data in serve
rチェックボックス１８６のチェックを解除する。
【０２０８】
以上で、１つの印刷ジョブの印刷レイアウト編集作業が終わる。その後、続けて、別の印
刷ジョブの印刷レイアウト編集作業に入ることができる。
【０２０９】
再び、図３及び図４を参照する。
【０２１０】
プリントサーバマシン２では、クライアントシステム５のレイアウトエディタ１３から送
出された印刷ジョブデータを、ファイル転送サーバ３１が受け取ってジョブフォルダ３３
に格納し、そして、ジョブフォルダ３３内の印刷ジョブデータを、プリントサーバ３４が
読み込む。プリントサーバ３４は、その印刷ジョブデータに基づいて、その印刷ジョブを
構成する全印刷ページの印刷イメージデータを作成する。そのとき、プリントサーバ３４
は、各写真イメージのワーク ICCプロファイルと、出力プリンタと出力メディアとの組み
合わせに対応するプリンタ ICCプロファイルとを用いてパセプチャル・カラーマッチング
を行うことで、その写真イメージのワークカラースペースでのカラーに最大限近似したカ
ラーがプリントアウトで再現されるように、印刷イメージデータ内のその写真イメージデ
ータを調整する。そして、プリントサーバ３４は、作成した各印刷ページの印刷イメージ
データを、出力プリンタのプリンタドライバ３５Ａ又は３５ Bへ送る。それにより、その
プリンタで印刷が行われる。
【０２１１】
出力プリンタの選択に関し、プリントサーバ３４は、上述の図８に示したレイアウト・エ
ディタ・メイン・ウィンドウ１４０のメディア／プリンタ選択ボックス１４６での設定と
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、オプション選択ボックス１５１での「プリンタ・オプション」の設定（これらの設定は
、ジョブスクリプトに記述されている）とに基づいて、次のように制御する。すなわち、
メディア／プリンタ選択ボックス１４６で特定のプリンタが指定されていた場合には、プ
リントサーバ３４は、その指定されたプリンタのみを出力プリンタとする。一方、メディ
ア／プリンタ選択ボックス１４６でプリンタ指定について「自動選択」が設定されていた
場合には、プリントサーバ３４は、時々のプリンタの状態に応じて、出力プリンタを自由
に選択する。また、分散印刷を行う場合であっても、オプション選択ボックス１５１の前
述の「プリンタ・オプション」で同一ページ又は同一ジョブは同一プリンタで印刷すると
いう設定がなされていた場合には、プリントサーバ３４は、同一ページ又は同一ジョブに
ついて全印刷コピー数を通じて、同一のプリンタを出力プリンタとして選択する。
【０２１２】
プリントサーバ３４は、既に述べたように、各印刷ジョブの実行状態やプリンタ３ A、３ B
のステータスを把握して、プリント情報データベース３６に記録する。プリント情報デー
タベース３６では、そのスタジオのユーザの情報も記録されている。
【０２１３】
クライアントシステム５のステータスモニタ１４は、予めユーザ設定された時間間隔（例
えば、１０分など）でプリントサーバマシン２に対して、各印刷ジョブの実行の完了や、
プリンタ３ A、３ Bで発生したエラーの情報を要求する。この要求に応えて、プリントサー
バマシン２内のプリントサーバ３４が、プリント情報データベース３６から、未だクライ
アントシステム５に送っていない新しい印刷ジョブ実行完了やプリンタエラーの履歴情報
を読み出して、ファイル転送サーバ３１経由でクライアントシステム５のステータスモニ
タ１４に送り、そして、ステータスモニタ１４はその情報をクライアントシステム５のモ
ニタに表示する。
【０２１４】
クライアントシステム５の WWWブラウザ１７により、プリント情報データベース３６内の
印刷ジョブの実行履歴やプリンタ３ A、３ Bのステータスやユーザ情報は何時でも参照する
ことができる。また、そのスタジオの管理者は、 WWWブラウザ１７を用いて、プリント情
報データベース３６に新たなユーザを登録することもできる。
【０２１５】
また、プリントサーバマシン２のログアップローダ３８を「留守番モード」に設定してお
けば、ユーザが外出していても、プリンタ３ A、３ Bのエラーなどの異常が発生すると、セ
ンタサーバマシン８から実質的に実時間で、その旨の電子メールがユーザのメールアドレ
ス９３へ送信される。センタサーバマシン８のセンタデータベース８４で管理されている
各種の情報も、クライアントシステム５の WWWブラウザ１７により、何時でも参照するこ
とができる。
【０２１６】
図２８は、プリンタ ICCプロファイルを更新するためのセンタサーバマシン８とプリント
サーバマシン２の機能的構成を示している。
【０２１７】
図２８に示すように、センタサーバマシン８は、全フォトスタジオにそれぞれ設備された
全プリンタのプリンタ ICCプロファイルを格納したプリンタ ICCプロファイルデータベース
３３０を有している。そこには、各プリンタごとに、使用可能な複数種類の印刷メディア
にそれぞれ対応した複数のプリンタ ICCプロファイルが格納されている。各プリンタのプ
リンタ ICCプロファイルは、各プリンタの機械番号と関連付けられている。各スタジオの
スタジオシステム１が設置されたときに、プリントサーバマシン２は、 ICCプロファウル
ダウンロード処理３３３を行う。 ICCプロファウルダウンロード処理３３３は、そのスタ
ジオのプリンタ３ A、３ Bの機械番号をセンタサーバマシン８に伝えて、センタサーバマシ
ン８からそのプリンタ３ A、３ Bのプリンタ ICCプロファイルをダウンロードし、所定のフ
ォルダ３９にそのダウンロードしたプリンタ ICCプロファイルを格納する。その後、印刷
イメージが作成されるとき、そのフォルダ３９に格納されたプリンタ ICCプロファイルが
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カラーマッチングに利用される。
【０２１８】
プリンタ３ A、３ Bの経時変化を調べるために、ユーザは随時に又は定期的に、プリントサ
ーバマシン２にインストールされてるテストパターン印刷処理３３４を実行することがで
きる。テストパターン印刷処理３３４は、センタサーバマシン８から所定のテストパター
ンのイメージデータをダウンロードする。ダウンロードされたテストパターンのイメージ
データには、そのテストパターンイメージデータのカラースペースを表した ICCプロファ
イルも添付されている。テストパターン印刷処理３３４は、調査対象のプリンタ３ A又は
３ Bと印刷メディアとの組合わせに対応したプリンタ ICCプロファイルをフォルダ３９から
読み込み、そのプリンタ ICCプロファイルとテストパターンイメージデータの ICCプロファ
イルとを用いたパセプチャル・カラーマッチングを行って、そのテストパターンイメージ
データを調整し、そして、その調整されたテストパターンイメージデータを用いて調査対
象のプリンタ３ A又は３ Bにテストパターンを印刷させる。
【０２１９】
その結果得られたテストパターンのプリントアウト３３６は、例えば郵送によりスタジオ
からセンタへ送られる。センタでは、そのテストパターンプリントアウト３３６の測色が
行われ、その測色結果に基づいて、調査対象のプリンタ３ A又は３ Bの現在のカラースペー
スを表した新しいプリンタ ICCプロファイルが作成され、その新しいプリンタ ICCプロファ
イルがセンタサーバマシン８に入力される。センタサーバマシン８では、プリンタ ICCプ
ロファイルデータベース３３０内の調査対象のプリンタ３ A又は３ Bのプリンタ ICCプロフ
ァイルが、その新しいプリンタ ICCプロファイルに更新される。その後、プリントサーバ
マシン２は、調査対象のプリンタ３ A又は３ Bの新しいプリンタ ICCプロファイルをセンタ
サーバマシン８からダウンロードし、そして、フォルダ３９内の調査対象のプリンタ３ A
又は３ Bのプリンタ ICCプロファイルを、そのダウンロードされた新しいプリンタ ICCプロ
ファイルに更新する。以後、プリンタサーバマシン２は、その新しいプリンタ ICCプロフ
ァイルを利用することができる。
【０２２０】
なお、テストパターンのプリントアウト３３６をセンタに送る方法として、次のような電
子的な方法を用いることもできる。
【０２２１】
すなわち、図２８に示すように、フォトスタジオのユーザは、テストパターンのプリント
アウト３３６と、予め用意されているテストパターンマスタシート３３７とを、イメージ
スキャナ３３８の原稿台に並べて置いて、そのテストパターンのプリントアウト３３６と
マスタシート３３７をイメージスキャナ３３８に一回のイメージスキャニング動作で読み
取らせる。ここで、テストパターンマスタシート３３７とは、テストパターンが正しいカ
ラーで印刷されているシートであり、予め各フォトスタジオに配布されているものである
。イメージスキャナ３３８から出力されたプリントアウト３３６とマスタシート３３７の
読取イメージデータは、プリントサーバマシン２に取り込まれ、読取イメージデータアッ
プロード処理３３５によって、センタサーバマシン８へアップロードされる。センタサー
バマシン８では、 ICCプロファイル更新処理３３２が、そのアップロードされた読取イメ
ージデータから、テストパターンのプリントアウト３３６とマスタシート３３７と間のカ
ラーの違いを検出し、その検出結果に基づいて、調査対象のプリンタ３ A又は３ Bの現在の
カラースペースを表した新しいプリンタ ICCプロファイルを作成し、プリンタ ICCプロファ
イルデータベース３３０内の対応するプリンタ ICCプロファイルを更新する。
【０２２２】
以上、本発明の実施形態を説明したが、これは本発明の説明のための例示であり、この実
施形態のみに本発明の範囲を限定する趣旨ではない。従って、本発明は、その要旨を逸脱
することなく、他の様々な形態で実施することが可能である。
【０２２３】
上述した実施形態では、写真を編集して印刷ジョブを作る機能と、印刷ジョブをプリンタ
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に送りプリント情報を管理する機能とを、クライアントマシンとプリントサーバマシンと
いう別個のコンピュータマシンが分担しているが、このように機能を分担したマシンの構
成は例示であって、別のマシン構成によっても本発明を実施することができる。例えば、
一つのコンピュータマシンが、上記の機能の全部を行うようにすることもできる。プリン
タが、上記の機能の一部を分担することもできる。或いは、もっと多くのコンピュータマ
シンによって、上記の機能を細分し分担することもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】プリンタとモニタのガマットの模式的に例示した図。
【図２】本発明の一実施形態の全体構成を示すブロック図。
【図３】フォトスタジオシステム１のクライアントマシン５ A、５ Bとプリントサーバマシ
ン２の構成、機能及び動作を示したブロック図。
【図４】プリントサーバマシン２とセンタサーバマシンの８の構成、機能及び動作を示し
たブロック図。
【図５】特別フォトレタッチャ１１のレタッチャ・メイン・ウィンドウ１１０を示す図。
【図６】特別フォトレタッチャ１１の「カラー・プロファイル・セットアップ」ダイアロ
グボックス１３０を示す図。
【図７】特別フォトレタッチャ１１によるワーク ICCプロファイルの設定と、そのワーク I
CCプロファイルを用いたカラーマッチングの処理の流れを示したフローチャート。
【図８】レイアウトエディタ１３のレイアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ１４０を
示す図。
【図９】図８に記載のレイアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ１４０の具体例の１つ
を示す図。
【図１０】図８に記載のレイアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ１４０の具体例の１
つを示す図。
【図１１】図８に記載のレイアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ１４０の具体例の１
つを示す図。
【図１２】レイアウトエディタ１３の「プレフェレンス」ダイアログボックス１６０を示
す図。
【図１３】図１０に記載のメディア／プリンタ選択ボックス１４６、レイアウト選択ボッ
クス１４７、レイアウト表示ボックス１４８、及びはめ込み方法／ページ設定ボックス１
５０を含む表示領域の拡大図。
【図１４】テンプレートモードとフリーモードとの間で行われるモード切替時に、レイア
ウト表示ボックス１４８に表示されるメッセージを示す図。
【図１５】レイアウト表示ボックス１４８におけるパッケージ時の画面表示を示す図。
【図１６】プリントサーバマシン２上のテンプレート情報が変更された場合に、レイアウ
ト表示ボックス１４８に表示されるメッセージを示す図。
【図１７】ブラウズボタン１４７Ｅをクリックしたとき表示されるダイアログを示す図。
【図１８】テンプレートの選択、及び並び替えを確定するに際して表示されるダイアログ
を示す図。
【図１９】テンプレートモードからフリーモードに切替えられた場合のレイアウト選択ボ
ックス１４７、及びレイアウト表示ボックス１４８の状態を示す図。
【図２０】ドロップされた画像に解像度情報が含まれてない場合に表示されるメッセージ
を示す図。
【図２１】図１１に記載のオプション選択ボックス１５１、及びプリント命令ボックス１
５２を含む表示領域の拡大図。
【図２２】トンボ印刷の設定に際して表示されるダイアログを示す図。
【図２３】写真枠印刷の設定に際して表示されるダイアログを示す図。
【図２４】顧客名の選択・編集を行うに際して表示されるダイアログを示す図。
【図２５】ユーザ等に印刷権限が無い場合に表示されるメッセージを示す図。
【図２６】メディア／プリンタ選択ボックス１４６で選択された用紙サイズ、及び用紙タ
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イプに一致する印刷用紙がプリンタ３ A、３ Bのカセットに無い場合に表示されるメッセー
ジを示す図。
【図２７】印刷中に出力されるプログレスバー表示ダイアログを示す図。
【図２８】プリンタ ICCプロファイルを更新するためのセンタサーバマシン８とプリント
サーバマシン２の機能的構成を示すブロック図。
【符号の説明】
１　フォトスタジオシステム
２　プリントサーバマシン
３　プリンタ
４　 LAN
５　クライアントシステム
５ A、５ B　クライアントマシン
６　デジタルカメラ
７　インターネット
８　センタサーバマシン
９　ディーラマシン
１１　特別フォトレタッチャ
１２　写真フォルダ
１３　レイアウトエディタ
１４　ステータスモニタ
１５　一般フォトレタッチャ
１６　画像転送ドライバ
１７　 WWWブラウザ
３１　ファイル転送サーバ
３２　テンプレートライブラリフォルダ
３３　ジョブフォルダ
３４　プリントサーバ
３５　プリンタドライバ
３６　プリント情報データベース
３７　プリント情報サーバ
３８　ログアップローダ
３９　プリンタ ICCプロファイル用のフォルダ
８１　アップロードサーバ
８２　 WWWサーバ
８３　電子メーラ
８４　センタデータベース
９２　 WWWブラウザ
９３　ユーザメールアドレス
１１０　レタッチャ・メイン・ウィンドウ
１３０　「カラー・プロファイル・セッティング」ダイアログボックス
１４０　レイアウト・エディタ・メイン・ウィンドウ
１４６　メディア／プリンタ選択ボックス
１４７　レイアウト選択ボックス
１４８　レイアウト表示ボックス
１４９　レイアウトテンプレート
１５０　はめ込み方法／ページ設定ボックス
１５１　オプション選択ボックス
１５２　プリント命令ボックス
１６０　「プレフェレンス」ダイアログボックス
１７０　プリンタ・ステータス・ウィンドウ
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１８０　ジョブリストページ
１９０　ジョブ制御ページ
２００　プリンタステータスページ
２１０　用紙ステータスページ
２２０　ユーザ情報ページ
２５０　印刷メディア使用履歴ページ
２６０　スタジオリストページ
２７０　アップロード履歴ページ
３００　人の目が感知するガマットの例
３０１　プリンタのガマットの例
３０２　ディスプレイモニタのガマットの例
３３０　プリンタ ICCプロファイルデータベース
３３１　テストパターンのイメージデータ
３３２　 ICCプロファイル更新処理
３３３　 ICCプロファイルダウンロード処理
３３４　テストパターン印刷処理
３３５　読取イメージアップロード処理
３３６　テストパターンのプリントアウト
３３７　テストパターンマスタシート
３３８　イメージスキャナ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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